
１１月号’０９
町民の動き

平成２１年１０月１日現在
前月より

男 １０，６３７ ＋７
女 １１，２１８ －４
計 ２１，８５５ ＋３
世帯 ８，４４９ －１

http:／／www.town.kitaj ima.lg.jp/

４４１１回回文文化化祭祭でで藍藍染染体体験験ををすするる子子どどももたたちち
第第７７４４９９号号
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平
成
二
十
二
年
度
か
ら
保
育
所
へ

の
入
所
を
希
望
す
る
児
童
に
つ
い
て
、

申
請
を
次
の
と
お
り
受
付
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
平
成
二
十
二
年
度
途
中
で

職
場
復
帰
を
予
定
し
て
い
る
場
合
も

予
め
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

平
成
二
十
一
年
十
二

月
一
日
�
〜
十
四
日
�

■
受
付
場
所

入
所
希
望
保
育
所
ま

た
は
役
場
民
生
児
童
課
（
２
Ｆ
）

■
対
象
児
童

北
島
町
に
居
住
し
住

民
登
録
さ
れ
、
平
成
十
七
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
保
育
に
欠

け
る
児
童

■
申
請
用
紙
配
布

平
成
二
十
一
年

十
一
月
十
七
日
�
よ
り
各
保
育
園

及
び
民
生
児
童
課

■
募
集
人
数

北
島
町
立
保
育
所
一
二
〇
名
程
度

み
ど
り
保
育
園

五
名
程
度

し
ら
ゆ
り
保
育
園

一
〇
名
程
度

の
ぞ
み
保
育
園

二
〇
名
程
度

め
ば
え
保
育
園

四
〇
名
程
度

※
定
員
の
都
合
上
、
入
所
調
整
を
致

し
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
在
園
児
の
継
続
入
所
に
つ

い
て
は
、
別
途
、
各
保
育
所
に
て
行

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
島
町
役
場
民
生
児
童
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
二
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新新 年年 号号
平平成成２２２２年年１１月月号号町町報報ききたたじじまま

にに掲掲載載すするる原原稿稿締締切切りり日日変変更更

ののおお知知ららせせ、、並並びびにに新新春春俳俳句句

募募集集のの依依頼頼。。

※１月号は１月１日発行のため、
掲載する原稿の締切り日が平成
２１年１２月４日となります。

※１月号に掲載する新春俳句を募
集致します。
未発表で北島町の発展にふさわ
しい作品を一人２句
平成２１年１１月３０日までに町教育
委員会へご投稿ください。

寄寄
附附（（
ふふ
るる
ささ
とと
納納
税税
））

にに
つつ
いい
てて

温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
ま
で
に
、
次
の
方
か
ら
寄
附

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
北
島
へ
の
想
い
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
皆
様
に
お
選
び
い

た
だ
き
ま
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
一
日

現
在
）

中
野

穣
二

様

愛
知
県

※
お
申
込
み
時
に
ご
了
承
い
た
だ
い

た
方
の
み
、
お
名
前
（
企
業
・
団
体

名
を
含
む
。）及
び
ご
住
所
（
都
道
府

県
名
）
を
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先：

北
島
町
総
務
課

�
〇
八
八
―
六
九
八
―
九
八
〇
一

『『
町町
税税
のの
日日
曜曜
納納
税税
窓窓
口口
』』

開開
設設
のの
おお
知知
らら
せせ

町
税
の
日
曜
納
税
窓
口
の
開
設
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時
及
び
場
所

一

日
時

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
�

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
�

平
成
二
十
二
年

一
月
三
十
一
日
�

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ま
で

二

場
所

北
島
町
役
場

一
階

税
務
課
窓
口

＊
町
税
の
日
曜
納
税
窓
口
で
納
税
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
納
税
通
知
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
納
税
通
知
書
を
ご

用
意
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
北
島

町
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
�
六
九
八
―
九
八
〇
三
）

＊
町
で
は
手
間
の
か
か
ら
な
い
口
座

振
替
納
税
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
北
島
町
役
場
で
は
耐

震
改
修
工
事
を
施
工
し
て
お
り
ま
す

の
で
北
側
入
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
、
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
が
お
も

し
ろ
い
。
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の
徳
島
育

ち
の
チ
ー
ム
名
で
あ
る
。
今
年
で
Ｊ

２
参
戦
五
年
目
を
迎
え
た
。
参
戦
当

初
は
、
下
位
に
低
迷
し
て
い
た
が
、

昨
年
頃
よ
り
上
昇
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
て
い
た
。
そ
し
て
今
年
は
目
標
と

す
る
十
八
チ
ー
ム
中
六
位
に
位
置
す

る
（
十
月
十
八
日
現
在
）。監
督
も
変

わ
り
、
こ
こ
一
、
二
年
強
力
な
新
戦

力
が
加
わ
り
チ
ー
ム
力
も
充
実
し
て

き
た
。
戦
術
的
に
も
、
前
戦
よ
り
プ

レ
ス
を
掛
け
ボ
ー
ル
を
奪
い
に
行
く

気
魄
が
あ
り
、
良
く
走
り
攻
守
の
切

替
も
早
い
。
得
点
も
三
点
以
上
の
試

合
も
数
試
合
あ
り
、
特
筆
す
べ
き
は

失
点
の
少
な
さ
で
あ
る
。
失
点
だ
け

を
見
る
と
上
位
六
チ
ー
ム
中
三
番
目

で
あ
り
、
も
う
一
頑
張
り
す
れ
ば
順

位
を
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
る
。
応
援
す
る
か
ら
に
は
勝
っ
て

ほ
し
い
の
は
人
情
で
あ
る
。
し
か
し

今
の
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
は
負
け
て
も

全
力
を
尽
す
姿
に
満
足
で
き
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
望
む
べ
く
は
県
人
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
四
人
と
少
な
い
の
で
、
も

う
少
し
入
る
と
応
援
に
も
尚
一
層
の

力
が
入
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
照

明
に
映
え
る
緑
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
美

し
い
。
残
り
三
試
合
、
多
く
の
サ
ポ

ー
タ
ー
で
応
援
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

北
島
町
長
選
挙
及
び

北
島
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
は

平
成
二
十
二
年
一
月
十
七
日
�
で
す
。

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

北
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
立
候
補
予
定
者
説
明
会
）

日
時

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日
�

午
後
二
時
か
ら

場
所

北
島
町
総
合
庁
舎

七
階
大
ホ
ー
ル

（２）町報２００９．１１



参加無料！ どなたでも参加できます♪
先着１００組

子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
平
成
二
十
一
年
度
版
）
執
行
停
止

町
報
き
た
じ
ま
十
月
号
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
、
子
育
て
応
援
特

別
手
当
（
平
成
二
十
一
年
度
版
）
の

執
行
を
停
止
し
ま
す
。

経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
二
十

一
年
度
版
）（
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の

児
童
一
人
あ
た
り
に
三
万
六
千
円
）

を
、
第
一
子
ま
で
支
給
範
囲
を
拡
大

し
て
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
平

成
二
十
一
年
十
月
十
四
日
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
執
行
の
停
止
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
発
表
を
受
け
、
北
島
町
で
も

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
二
十

一
年
度
版
）
の
執
行
停
止
い
た
し
ま

し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
十
月
一

日
か
ら
受
付
を
行
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ

（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
行
為
）
被

害
者
の
事
前
申
請
に
つ
き
ま
し
て
も

停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

十
二
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

申
請
書
の
発
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
島
町
民
生
児
童
課

近
年
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
と
り
わ
け
在
宅
介
護
の

問
題
で
は
、「
高
齢
者
の
孤
立
死
」「
老

老
介
護
」
な
ど
高
齢
者
の
生
活
が
大

き
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
、
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
皆
様
も

御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
震
や
風
水
害
の
被
害
に
よ
り
、
多

く
の
尊
い
人
命
や
大
切
な
財
産
が
失

わ
れ
る
な
ど
、
緊
急
時
の
速
や
か
な

対
応
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
保
険
福
祉
課
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在

宅
で
の
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
高

齢
者
世
帯
」
を
対
象
に
生
活
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象
者
◆

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
六
十
五
歳
と
な
る
、
住
民
基
本

台
帳
上
「
一
人
暮
ら
し
」
も
し
く
は

「
高
齢
者
世
帯
」
と
な
っ
て
い
る
方

に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

在
宅
の
方
に
な
り
ま
す
の
で
、
施

設
入
所
さ
れ
て
い
る
方
に
は
お
送
り

い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
介
護
保
険

を
ご
利
用
に
な
っ
て
い
る
方
に
関
し

て
は
担
当
介
護
支
援
専
門
員
が
お
届

け
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
島
町
保
険
福
祉
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
五

北
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
六
九
八
―
八
九
五
一

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
の
生
活
調
査

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

北北
島島
町町
保保
険険
福福
祉祉
課課
・・
地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

子
育
て
支
援
優
良
企
業
を
募
集
し
ま
す

徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会

を
構
成
す
る
十
二
市
町
村
で
組
織
す

る
「
徳
島
東
部
地
域
子
育
て
推
進
協

議
会
」
に
お
い
て
、
従
業
員
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
を
表
彰

し
ま
す
。
北
島
町
で
は
次
の
二
つ
を

満
た
す
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
対
象
企
業
﹈

①
本
町
に
本
店
ま
た
は
主
な
事
業

所
を
置
く
中
小
企
業
②
常
時
雇
用
す

る
従
業
者
が
一
〇
〇
人
以
下
で
、「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
定

め
る
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、
徳
島
労
働
局
に
届
け
出
を

し
て
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

を
図
る
た
め
の
職
場
環
境
の
整
備
に

特
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業﹇
募
集
期
間
﹈

十
一
月
十
六
日
�
〜
十
二
月
十
六

日
�

﹇
選
考
方
法
﹈

選
考
委
員
会
で
五
社
程
度
を
選
定

し
決
定

﹇
表
彰
な
ど
﹈

表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、

表
彰
企
業
は
、
「
子
育
て
支
援
優
良

企
業
」
と
し
て
、
十
二
市
町
村
の
広

報
紙
な
ど
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈

所
定
の
申
込
書
に
、
①
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
写
し
②
徳
島
労
働
局

に
提
出
し
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画

の
策
定
・
変
更
届（
様
式
１
号
）の
写

し
③
就
業
規
則
の
写
し
④
参
考
資
料

（
企
業
概
要
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
企

業
内
広
報
紙
な
ど
）
―
を
添
付
し
て

民
生
児
童
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

民
生
児
童
課�

六
九
八
―
九
八
〇
二

板野東部ファミリー・サポート・センター
クリスマス交流会 in 北島町

親親親子子子ででで楽楽楽しししむむむＸＸＸmmmaaasss
日 時 平成２１年１２月１２日� １０：００～１１：３０

（受付開始 ９：３０）
場 所 北島町合同庁舎７Ｆ

＊北出入り口より、お入りください
☆劇団お子様ランチ＆おはなしたまごによる人形劇・パ
ネルシアターetc.

☆プレゼントいろいろ！ サンタさんもくるよ

― 申込・問い合わせ ―
板野東部ファミリー・サポート・センター

�６９３―３０３３
（月～金 ９：００～１７：００）

（３） 町報２００９．１１



平平成成２２２２年年 成成人人式式２００９年度 北島町人権週間開催
平成２２年成人式を次のとおり挙行い
たします。該当される成人の方（１２月１
日現在、北島町に住民登録のある人）
には、１２月中旬に案内状をお送りいた
します。なお、町外在住の方や町内在
住で住民登録のない方で、成人式に参
加を希望される方は、１１月２５日�まで
に、北島町教育委員会までご連絡くだ
さい。

◆日時 平成２２年１月１０日�
受付 午前１０時

◆対象 平成元年４月２日から
平成２年４月１日までに生ま
れた方。

◆場所 北島町立図書館
創世ホール３階多目的ホール

〈作 品 展〉
期 間 平成２１年１２月２日�～１２月８日�
会 場 北島町立図書館・創世ホール ２階ギャラリー
【内容】○幼・小・中学校児童生徒の人権ポスター・書道等の展示

○特別展示コーナー ○人権問題パネル展示 ○人権資料
集等の展示

〈講演会及び意見発表会〉
日 時 １２月２日� １３：３０～
会 場 北島町立図書館・創世ホール３階ホール
意見発表会 町内小・中学校児童生徒（２名）
講 演 会 演題『わが子とともに～学んだこと・考えたこと～』
講 師 川田久美子、川田 優也

※手話通訳がついています。
主 催 北島町・北島町教育委員会・北島町人権教育推進協議会
《問い合わせ先》北島町教育委員会 �６９８―９８１２

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫
プラスチックごみのリサイクル

今月のごみ対策啓発優秀ポスター
北島町では、ご家庭から排出されるごみのうちプラスチッ
クごみについて、平成１５年度より�日本容器包装リサイクル
協会を通じてのリサイクルを行っています。これは、限りあ
る石油資源の有効利用と地球温暖化ガス排出量の抑制、資源
循環型社会形成を推進するためであります。併せて、さまざ
まなリサイクル手法について検討を行って取り組んでいます。
プラスチックのリサイクル処理は、もう一度プラスチック
に再生する方法（材料リサイクル）、固形燃料化して製紙会社
の石炭代替燃料とする方法（固形燃料化）が主であります。
北島町の平成２１年度４月から９月までの上半期のプラスチッ
クごみの処理についてご報告します。総排出量は、２５３㌧、
そのうち選別処理残渣１３㌧を除く２４０㌧をリサイクル処理す
ることができ、リサイクル率は約９５％であります。

プラスチックをはじめその他の燃やせるごみ
や粗大不燃ごみ、また、焼却灰の処理に至るま
で総合的に廃棄物処理について検討を行い、環
境負荷を低減するべく“地球に優しい”取り組
みを実施していきますので、今後ともごみ減量
・ごみ分別にご協力をお願い致します。

北島中 川久保友香子

決められた日・時・場所に、決められたごみを正しく出しましょう

①可燃ごみの月別収集量
１０月
３３４t
？t

９月
３４４t
３０６t

３８t減

８月
３３６t
３３０t

６t減

平成２０年
平成２１年

増減量

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
１０月
３７t

８１．８％
?t
?%

９月
３７t

７８．０％
３８t

７６．９%

１．１％減

８月
３４t

８５．４％
４０t

７６．４％

９．０％減

平成２０年
容器包装プラ率（％）

平成２１年
容器包装プラ率（％）

容器包装プラ率の
増減

収集プラスチック ２２５㌧
（内訳）容器包装プラスチック １３６㌧→材料リサイクル・固形燃料化

ＰＥＴボトル ３０㌧→材料リサイクル
その他プラスチック ４６㌧→固形燃料化
選別処理残渣 １３㌧→清掃センターにて処理

粗大大型プラスチック ２８㌧→固形燃料化

（４）町報２００９．１１



国国民民年年金金保保険険料料のの年年末末調調整整やや確確定定申申告告はは、、
「「領領収収書書」」・・「「証証明明書書」」のの添添付付がが必必要要でですす

国民年金保険料は、所得税及び住民税等の申告において全額が社会保険料控除（非課税）の対象となります。
また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納めた場合も申告することができます。
年末調整や確定申告の手続きの際、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する控除証明書（証明内容

は、本年１月１日から９月３０日までに納付された国民年金保険料の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付
見込額です）又は領収書が必要となりますので、控除証明書又は領収書は大切に保管してください。

控除証明書の送付について、国民年金保険料を平成２１年１月１日から９月３０日までの間に納付された方は、
平成２１年１１月上旬に送付しております。また、平成２１年１０月１日から１２月３１日までの間に今年はじめて納付さ
れた方は、平成２２年２月上旬に送付することとしております。

なお、お問い合わせは、控除証明書専用ダイヤルまたは社会保険事務所までお願いします。

控除証明書専用ダイヤル
受付期間 平成２１年１１月２日～平成２２年３月１３日
受付時間 ・月～金曜日 午前８：３０～午後５：１５ ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は、午後７：００

・第２土曜日 午前９：３０～午後４：００ １１月の第２・４土曜日と翌日曜日は午前９：３０～午後４：００
・祝日はご利用いただけません。

※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。
※ＩＰ電話等の方は�０３－６７００－１１３０へおかけください。�０５７０－０７０－１１７

にっぽん

「「日日本本年年金金機機構構」」がが来来年年１１月月１１日日かかららススタターートト！！
～～社社会会保保険険庁庁がが廃廃止止さされれ、、新新たたにに「「日日本本年年金金機機構構」」ががススタターートトししまますす～～

国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上
の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新
し、「日本年金機構」として生まれ変わります。

○現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年
金事務所」と名称が変わりますが、年金相談な
どの窓口として引き続きご利用いただけます。
また、「年金事務所」は、現在ある社会保険事
務所の建物をそのまま使用しますので、所在地
に変更はありません。

○日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた各種の関係書類は、
内容により、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内させていただくことになりますが、国民の
皆様方に何らかの手続をしていただくことは一切ございませんので、ご安心ください。

○日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いで行うこととなりますが、公的年金制度は、
国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つことについては、これまでと変わりません。

平式２２年１月１日
公的年金の
運営業務

日本年金機構

社 会
保険庁

廃止

厚生労働省
公的年金の
財政責任・運営責任

（５） 町報２００９．１１



が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・
肝
炎

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

巡
回
肺
が
ん
・

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
診
・
肝
炎

検
査
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
皆
様
の
健

康
の
た
め
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

各
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
個
別
検

診
の
期
間
が
も
う
す
ぐ
終
了
し
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
青
色
の
受
診
券

を
送
付
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
ず
受
診
券
を
お
持
ち
に
な
っ

て
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
お
受
け

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
間
際
に
な
り
ま
す
と
、

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

受
診
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
医
療
機
関

へ
予
約
し
て
受
診
す
る
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
個
別
検
診

実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
受

診
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
に
な
る

方
で
北
島
町
に
住
民
票
が
あ

る
方

料
金

千
円

大
腸
が
ん
検
診

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
に
な
る

方
で
北
島
町
に
住
民
票
が
あ

る
方

料
金

五
百
円

前
立
腺
が
ん

対
象

今
年
度
五
十
〜
六
十
九
歳
に

な
る
男
性
の
方
で
北
島
町
に

住
民
票
が
あ
る
方

料
金

五
百
円

肝
炎
検
診

対
象

今
年
度
四
十
歳
に
な
る
方
で

北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金

無
料

骨
密
度
検
診

対
象

今
年
度
四
十
〜
七
十
歳
に
な

る
女
性
の
方
で
北
島
町
に
住

民
票
が
あ
る
方

料
金

五
百
円

○
集
団
が
ん
検
診

胃
・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。
（
予
約
不
要
）

日
時

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十

九
日
�

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
一
時

場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
に
な
る

方
で
北
島
町
に
住
民
票
が
あ

る
方
（
た
だ
し
、
今
年
度
、

前
記
の
個
別
検
診
を
受
診
し

た
方
や
、
今
年
の
五
月
十
五

・
十
六
日
に
実
施
し
た
北
島

町
集
団
検
診
で
受
診
し
た
方

は
対
象
外
で
す
）

料
金

胃
が
ん
検
診

五
百
円

肺
が
ん
・
結
核
検
診

無
料

※
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

前
日
九
時
以
降
、
食
事
は
と
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
（
お
茶
・
お
水
を
飲

む
の
は
大
丈
夫
で
す
）

当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
（
水
分
補
給
も
不
可
）
飲
食
を

し
た
場
合
は
、
検
診
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

薬
を
服
用
し
て
い
る
方
は
、
主
治

医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検
診
車
が
各
地
区
を

巡
回
し
ま
す
。
対
象
者

で
受
診
希
望
者
は
お
越

し
く
だ
さ
い
。
検
診
料

は
無
料
で
す
。

結
核
は『
昔
の
病
気
』

だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
確
か
に
生
活
水
準

の
向
上
な
ど
に
よ
り
、

結
核
患
者
数
や
死
亡
率

は
急
激
に
減
少
し
ま
し

た
。し

か
し
、
最
近
で
は

結
核
患
者
数
の
減
少
は

見
ら
れ
ず
、
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
結
核

は
初
期
に
は
無
症
状
の

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

進
行
す
る
に
つ
れ
て
、発
熱
・
咳
・
痰
・

息
切
れ
等
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
な
の
で
、放

置
し
、わ
か
っ
た
と
き
に
は
重
症
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

肺
が
ん
検
診
も
一
緒
に
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

今
年
度
中
に
四
十
歳
以
上

に
な
る
方
で
北
島
町
に
住

民
票
が
あ
る
方

と

き

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三

十
日
�

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
�
六
九
八
―
八

九
〇
九
）

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

巡回場所と時間

周辺住民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお願
いいたします。

自衛官（学生）受付案内

資料請求、お問い合わせは、自衛隊鳴門地域事務所まで（�０８８―６８５―５３０６） ＊年齢は２２年４月１日現在

場 所

鯛浜・川久保（北島南老人憩の家）
鯛浜・大西公園（しまむら様の南側公園）
西高房（西児童館）
新喜来（グリーンタウン老人憩の家）
北村・北村団地公園（北島北老人憩の家）
中村・日開野（サンビレッジ北島）
中村・本須（板東新聞店様周辺）
太郎八須（太郎八須東老人憩の家）

時 間

９：００～９：３０
９：４０～１０：００
１０：１０～１０：４０
１０：５０～１１：２０
１１：３０～１２：００
１３：１０～１３：４０
１３：５０～１４：２０
１４：３０～１４：５０

その他

試験費用：無料（旅費、食事等は自費）
試験会場：松茂町の自衛隊基地
高等工科学校
○入学～卒業まで学費不要
○学生手当て等を支給します。
任期制自衛官
○給料：約１６万～
○ボーナス：４．５カ月／年
○休み：土日祝祭日を基本に、お盆、正月等の有給休暇。

試験期日

１次：２２年１月２３日
２次：２２年２月７日

受付時にご案内しま
す。

受付期間

２１年１１月１日～
２２年１月８日

年間を通じて行
っております。

資格

中卒（見込含）
１７歳未満の男子

１８～２７歳未満の男子

募集種目

高等工科学校生

任期制自衛官
（男子）

（６）町報２００９．１１



北
島
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被

保
険
者
の
健
康
の
保
持
と
増
進
、
疾

病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
治
療
の
推

進
を
図
る
た
め
次
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
、
人
間
ド
ッ
ク

か
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
つ
と
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク

【
対
象
】

◎
北
島
町
国
民
健
康
保
険
加
入
一
年

以
上
の
方
で
、
三
十
歳
以
上
の
方

◎
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の

方
【
実
施
人
員
】

一
五
〇
名
（
申
し
込
み
順
）

【
実
施
機
関
】

い
の
も
と
眼
科
内
科
、
越
智
外
科

胃
腸
科
、
片
山
医
院
、
木
下
医
院
、

田
根
内
科
胃
腸
科
医
院
、
新
居
内
科
、

平
野
内
科
、
山
田
外
科
内
科
、
山
本

内
科
胃
腸
科
、
吉
野
川
病
院

【
自
己
負
担
額
】

一
〇
、四
三
〇
円（
実
費
用
の
三
割

負
担
）

脳
ド
ッ
ク

【
対
象
】

◎
北
島
町
国
民
健
康
保
険
加
入
一
年

以
上
の
方
で
、
四
十
歳
以
上
の
方

◎
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の

方

【
実
施
人
員
】

一
五
〇
名
（
申
し
込
み
順
）

【
実
施
機
関
】

き
た
じ
ま
田
岡
病
院
・
吉
野
川
病
院

【
自
己
負
担
額
】

七
、五
〇
〇
円（
実
費
用
の
三
割
負

担
）

◎
申
し
込
み
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
�

〜
十
二
月
八
日
�

※
土
・
日
・
祝
祭
日
以
外
の
八
時

三
十
分
〜
十
七
時

◎
申
し
込
み
場
所

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
�

十
二
時
ま
で
は
、役
場
七
階
大
ホ
ー
ル

同
日
十
二
時
以
降
は
、
役
場
一
階

保
険
福
祉
課

◎
実
施
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
十
三
日
�
〜

三
月
十
二
日
�

詳
し
い
日
程
は
診
査
を
希
望
さ
れ

る
医
療
機
関
と
の
間
で
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

一
、
印
鑑

二
、
自
己
負
担
額

三
、
保
険
証

以
上
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
不
明

な
点
は
保
険
福
祉
課
国
保
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
�
六
九
八
―
九
八
〇
五
）

北
島
町
国
民
健
康
保
険
健
康
診
査
事
業
の
実
施

（
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
）

世界の料理と文化フォーラム
～ラトビア共和国 Republic of Latvia～

シシルルババーー人人材材セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ

◎障子・ふすまの張替え、畳の表替えなどは、お早めに�
新しい年を迎えるために毎年、障子・ふすまの張替
え、畳の表替えをされる方が、たくさんおられます。
障子の張替え、畳の表替えは１日で、ふすまの張替
えは２日で仕上がりますが、お仕事が年末に集中し、
ご要望の日時に出来ないことがあり、ご迷惑をおかけ
することになりますので、なるべくお早めにご連絡く
ださいますようお願いいたします。
◎会員募集のお知らせ
シルバー人材センターでは、入会を希望される方へ
の説明会を定期的に開催しています。ご興味のあるお
方は、是非ご参加ください。
・日時 毎月 第２、第４水曜日 １０時より
・場所 �北島町シルバー人材センター集会室

（大将軍神社の境内にあります）
◎お仕事の申込み、お問い合わせなど
�北島町シルバー人材センター
北島町中村字長池１３－２ �６９８－８５６４

～Menu～
・ポテトの料理
・スープ
・ライ麦パンデザート
・ハーブティー

ババババババババババババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海にににににににににににににににににににににににににに面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東ヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパのののののののののののののののののののののののののの国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
ララララララララララララララララララララララララララトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアをををををををををををををををををををををををををを身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近にににににににににににににににににににににににににに感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじててててててててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

Date ：Dec. １３rd, ２００９
（Sunday）

Time ：９：３０～１４：００
Place ：Hoken-soudan

Center ２Ｆ
（Behind Kitajima
Town Office）

Instructor：Dace Gaigala
Fee ：Foreign students

Free of charge

※Please bring an apron
and a hand towel.

日 時：１２月１３日� ９：３０～１４：００
場 所：保健相談センター２Ｆ
講 師：Dace Gaigala

（ダッツェ・ガイガラ）
参加費：会員無料

非会員1,000円（子供500円）
※当日入会可。会員の更新も受付。

備 考：エプロン、ハンドタオルを持参
下さい。

連絡先：宮崎 �088－698－6256
北島町役場総務課
�088－698－9801
井筒 mg8y-izt@asahi-net.or.jp

主催：北島町国際交流協会 http：//kifa2k2.infoseek.co.jp/

１１
月
２２
日
�

藍
住

秦
産
婦
人
科
内
科

１１
月
２３
日
�

藍
住

清
水
内
科

１１
月
２９
日
�

藍
住

わ
た
な
べ
皮
膚
科
医
院

１２
月
６
日
�

藍
住

奥
村
医
院

１２
月
１３
日
�

藍
住

山
田
眼
科
藍
住

在
宅
当
番
医
割
出
表

お 知 ら せ
『毎月２０日はあいさつ運動の日』です。

１１月のあいさつ運動は
１１月１９日�に行います。
冬の足音が近づいてきました。

「おはよう」の一声で今日一日の元気がわいてきます。

北島町青少年健全育成町民会議

（７） 町報２００９．１１
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１０
月
３
日
�
、
第
１５
回
徳
島
県
健

康
福
祉
祭
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
吉
野
川
運
動
広
場
で

華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
夜
来
の
大
雨
で
、
各
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
の
総
合
開
会

式
は
会
場
水
び
た
し
の
為
・
取
り
や

め
と
な
り
最
悪
の
コ
ー
ト
状
態
の
中

で
競
技
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
県
下
よ
り
、
５４
チ
ー
ム
（
３
０

０
名
）
が
参
加
し
、
１０
コ
ー
ト
に
分

か
れ
て
、
ぬ
か
る
み
の
中
で
各
コ
ー

ト
優
勝
を
か
け
た
競
技
の
連
続
で
気

力
と
体
力
の
闘
い
で
し
た
。

北
島
町
よ
り
、
四
国
三
郎
チ
ー
ム

・
か
が
や
き
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。７

コ
ー
ト
の
四
国
三
郎
チ
ー
ム
は

善
戦
し
、
２
勝
１
敗
で
７
コ
ー
ト
準

優
勝
に
く
い
こ
み
ま
し
た
。

１０
月
１０
日
�
、
恒
例
の
月
例
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
北
島
町
中
央
コ
ー

ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
北
中
チ
ー
ム
、
２
位
は

大
洋
・
３
位
は
、
か
が
や
き
チ
ー
ム

で
し
た
。

１５th KITAJIMA International Tennis Match

第１５回北島町国際親善ミニテニス大会
北島町国際交流協会主催の

親善テニス大会を開催します。
なお、中学校改築のため、規模を縮小して行います。
初心者の方、ベテランの方の

ご参加をお待ちしております。

日 時 平成２１年１１月２３日�（予備日１１月３０日）
場 所 徳島大学国際交流会館コート
集 合 ９時３０分
試合形式 ダブルス対抗戦
参加資格 留学生と国際交流協会会員

（当日会員受付可能）
参 加 料 ５００円（留学生は無料）
エントリ数 先着２０名（個人でお申込みください）
申込み方法 お名前と電話番号をご連絡下さい。

三輪（ＴＥＬ／ＦＡＸ ６９８―４９９０）
（毎週土曜日１０時から徳島大学国際交流会館コートで
練習をしています）

北北島島北北公公園園
総総合合体体育育館館

（（ササンンフフララワワーードドーームム））
だだよよりり

◎
行
事
予
定
（
１１
月
・
１２
月
）

★
１１
月
２２
日
�

９
時

西
日
本
レ

デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
１１
月
２８
日
�

９
時

少
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
喜
来
大
会

★
１１
月
２９
日
�

開
場
１３
時
／
開
始

１４
時

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ａ

Ｎ
０９
闘
裸
男

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
修
斗
公
式
戦
・
徳
島
大
会

★
１２
月
５
日
�

９
時

北
島
町
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

★
１２
月
６
日
�

９
時

第
３６
回
ク

ラ
ブ
選
手
権
大
会
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル

★
１２
月
１３
日
�

９
時

徳
島
県
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
１２
月
２０
日
�

９
時

第
１７
回
冬

季
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
１２
月
２７
日
�

９
時

徳
島
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

※
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総

合
体
育
館（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

�
６
９
７
―
３
２
４
１

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
各
地
で
大
会
が
続
い
て
い
る
。

全
国
ふ
れ
あ
い
大
会
で
は
団
体

戦
で
初
の
三
位
入
賞
と
健
闘
し

た
。

北
島
町

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

１０
・
１０

第
二
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯（
十
月
度
月
例
大
会
）

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

４９名

優

勝

樋
口

富
夫

第
二
位

中
村

俊
一

第
三
位

横
田

弘

ベ
ス
グ
ロ
賞

岡
部

文
子

２６２１３６

６３６８６９７８

１０
・
１１

徳
島
市
民
ス
ポ
レ
ク
祭

吉
野
川
運
動
場
仮
設
コ
ー
ス

１０名

シ
ニ
ア
男
子

優

勝

筒
井

英
幸

第
二
位

田
村

健
治

第
三
位

岡

勤

７０７１７５

２２名

ゴ
ー
ル
ド
男
子

優

勝

志
内

貞
夫

第
二
位

福
永

嘉
春

第
三
位

福
島
規
矩
夫

６９７１７１

８名

シ
ニ
ア
女
子

優

勝

岡
部

文
子

第
二
位

志
津

君
子

第
三
位

阿
部
美
恵
子

６７８３８８

５名

ゴ
ー
ル
ド
女
子

優

勝

宮
本
佐
代
子

第
二
位

堀
江
サ
カ
エ

第
三
位

宮
井

洋
子

８６８８９３

１０
・
１８

第
十
六
回
全
国
ふ
れ
あ
い
大
会（
雲
南
市
）

加
茂
中
央
公
園
ふ
れ
あ
い
の
丘
コ
ー
ス

２９８名

一
般
男
子

優

勝

川
西

章
平

ゴ
ー
ル
ド
男
子

第
七
位

井
出

輝
久

女
子

準
優
勝

岡
部

文
子

団
体
戦

第
三
位

チ
ー
ム
四
名
の
合
計
ス
コ
ア

井
出

輝
久

田
村

健
治

岡
部

文
子

筒
井

英
幸

７６７４７７３１３

ぬ
く
も
り
と
活
力
の
あ
る

長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
開
く

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

（８）町報２００９．１１
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『
北
署
管
内
交
通
安
全
Ｇ
Ｇ
大
会
』

期
日

９
月
２４
日
�

参
加
数
６３
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

竹
内

勉

３５
打

準
優
勝

井
上

周
三

３５
打

当
日
賞

東
條

晴
明

４３
打

（
北
島
町
関
係
の
み
）

『
第
５
回
県
老
連
会
長
杯
Ｇ
Ｇ
大
会
』

期
日

９
月
２５
日
�

参
加
数
７１０
名

場
所

吉
野
川
北
岸
運
動
広
場

甲
グ
ル
ー
プ

団
体
の
部

第
５
位

北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
１
組
２６８
打

入
賞
者

田
中
勢
次
・
波
多
野
利
夫

中
村
榮
次
・
布
川
花
子
・
大
寺
富

美
子
・
関
憲
二

『
平
成
２１
年
度
秋
季
大
会
』

期
日

１０
月
１
日
�

参
加
数
４８
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

田
中

勢
次

３１
打

準
優
勝

柏
木

操

３４
打

第
３
位

片
山

勝
信

３５
打

第
４
位

五
島

幸
夫

３５
打

第
５
位

加
集

力

３５
打

卓
球
は
、
動
体
視
力
と
反
射
能
力
、

高
い
瞬
発
力
や
持
久
力
が
必
要
で
す
。

随
分
前
は
暗
い
ス
ポ
ー
ツ
の
印
象
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
福
原
愛
選

手
や
石
川
佳
純
選
手
の
活
躍
も
あ
り

人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
二
十
名
の
小
学
生
が
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
是
非
見
に

来
て
下
さ
い
。
体
験
期
間
あ
り
ま
す
。

①
対
象
児
童

小
学
一
年
生
〜
六
年
生
の
男
女

②
練
習
場
所

北
島
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

③
練
習
時
間

木
曜
日

十
九
時
〜
二
十
時
三
十
分

土
曜
日

十
九
時
〜
二
十
時
三
十
分

日
曜
日

十
九
時
〜
二
十
一
時

④
会

費

月
額

一
、
五
〇
〇
円大

会
参
加
費
等

⑤
問
い
合
わ
せ
先

指
導
者
代
表

荒
井

康
一

�
六
九
八
―
二
三
二
九

北北
島島
ジジ
ュュ
ニニ
アア
卓卓
球球
部部
新新
入入
部部
員員
募募
集集

日
時
・
場
所

十
二
月
一
日
�

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
四
時
三
十
分

フ
ジ
グ
ラ
ン
北
島
前

（
午
前
十
一
時
三
十
分
〜
午
後
一

時
ま
で
は
、
受
付
を
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

＊
現
在
、
医
療
機
関
で
は
患
者
さ

ん
の
安
全
を
図
る
た
め
、
九
十

六
％
が
四
百
�
献
血
由
来
の
献

血
を
輸
血
用
血
液
と
し
て
使
用

し
て
お
り
ま
す
。

十
八
歳
以
上
・
体
重
五
十
�

以
上
の
方
、
四
百
�
献
血
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
献
血
受
付
の
際
に
ご
自
身
を
証

明
で
き
る
も
の
の
提
示
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜〜
献献
血血
者者
のの
皆皆
様様
へへ
〜〜

町
内
等
で
実
施
し
た
献
血
の
献

血
者
情
報
を
表
彰
及
び
献
血
推
進

の
た
め
、
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
氏

名
等
の
情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
情
報
は
献
血
の
推

進
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

献献献献献献献献献献献献献献献献献
血血血血血血血血血血血血血血血血血
ののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力
おおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいい
（
４
０
０
�
献
血
）

◆
北
島
町
商
工
会
特
別
講
演
会

『
今
の
中
国
、
未
来
の
中
国
を
語
る

（
仮
称
）』

よ
う

せ
ん
え
い

講
師

葉

千
栄
氏

日
時

二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
�

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
三
十
分

場
所

北
島
町
総
合
庁
舎
七
階

現
在
、
東
海
大
学
教
授
と
し
て
、

中
国
現
代
社
会
の
教
鞭
を
と
る
か
た

わ
ら
、
日
中
関
係
、
中
国
経
済
を
鋭

く
分
析
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
、
執
筆
・
講
演
を
行
っ
て
い
る
葉

千
栄
氏
を
お
招
き
し
講
演
会
を
実
施

し
ま
す
。

偏
見
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
最
新
の
情
報
や
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
真
の
中
国
の
姿
が
分
か
る
講

演
会
で
す
。

◆
『
自
転
車
、
お
使
い
な
し
て
』
を

ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ん
へ
の
お

願
い

北
島
町
商
工
会
で
は
本
年
度
よ
り

北
島
町
の
お
店
に
ご
来
店
い
た
だ
い

た
際
に
〝
自
転
車
〞
を
自
由
に
使
っ

て
い
た
だ
く
「
自
転
車
、
お
使
い
な

し
て
！
」（
町
内
十
カ
所
に
設
置
）
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

に
快
適
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
為
、

左
記
の
注
意
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①
自
転
車
を
利
用
し
た
後
は
必
ず

「
元
の
設
置
場
所
（
サ
イ
ク
ル
ポ

ー
ト
）」又
は
「
他
の
設
置
場
所
」

に
返
却
し
て
下
さ
い
。

②
通
勤
用
な
ど
個
人
で
占
有
し
た
り

鍵
を
取
り
付
け
他
の
方
が
利
用
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
決
し

て
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

③
設
置
場
所
以
外
に
自
転
車
が
放
置

さ
れ
て
い
る
の
を
気
付
か
れ
た
場

合
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
総
合
労
働
相
談
所
の
無
料
相
談

雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
各
種
助
成

金
の
申
請
手
続
、
有
期
労
働
契
約
の

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
社
会
保
険
労
務

士
が
無
料
相
談
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
日

平
成
二
十
二
年
二
月
末
ま
で

場

所

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（
徳
島
市
助
任
橋
一
丁
目
二
十
四
―

一
）

電

話〇
一
二
〇
―
九
六
七
―
九
五
一

＊
相
談
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

北
島
町
商
工
会�

六
九
八
―
二
二
七
五

北北
島島
町町
商商
工工
会会
だだ
よよ
りり

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

（９） 町報２００９．１１



団
長

増
谷

禎
通

副
団
長

北
島

孝
昭

副
団
長

森
田

茂

日日
本本
人人
再再
発発
見見
のの
旅旅

「
北
島
町
の
中
学
生
は
ス
ゲ
ー
」

�
北
島
町
の
中
学
生
は
ス
ゲ
ー
�、こ

の
言
葉
は
、
今
回
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

現
地
ガ
イ
ド
を
さ
れ
た
、
中
元
ハ
リ

ー
さ
ん
が
、
何
度
も
く
り
返
し
使
わ

れ
た
言
葉
で
あ

る
。ハ

リ
ー
さ
ん

は
日
本
人
の
お

母
さ
ん
と
カ
ナ

ダ
人
の
お
父
さ

ん
と
の
間
に
生

ま
れ
た
、
日
系

三
世
で
あ
る
。

ハ
リ
ー
さ
ん
に

何
が
ス
ゲ
ー
の

か
と
聞
く
と
、

中
学
生
で
八
日

間
の
海
外
研
修

が
出
来
た
り
、

良
い
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
い
た
り
、

カ
ナ
ダ
の
子
ど

も
た
ち
に
は
、

と
て
も
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ

と
言
う
の
だ
。

北
島
町
の
中

学
生
は
恵
ま
れ

て
い
る
な
あ
ー

と
、
感
歎
頻
り

で
あ
っ
た
。

ハ
リ
ー
さ
ん
は
苦
労
し
て
、
日
本

語
を
勉
強
し
、
現
在
の
ガ
イ
ド
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

お
兄
さ
ん
は
カ
ナ
ダ
で
数
学
の
教

師
を
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
日
本
語

は
全
然
喋
れ
な
い
。
同
じ
兄
弟
で
も
、

必
要
が
な
い
の
で
、
日
本
語
は
覚
え

よ
う
と
し
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

ハ
リ
ー
さ
ん
も
仕
事
柄
、
い
ろ
い

ろ
な
日
本
人
を
案
内
す
る
そ
う
だ
が
、

ど
の
日
本
人
も
几
帳
面
で
、
礼
儀
正

し
い
し
、
時
間
も
守
る
と
。

カ
ナ
ダ
の
時
計
は
駅
で
も
、
空
港

で
も
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
る
、
そ
れ

が
カ
ナ
ダ
人
な
の
だ
、
ま
あ
ー
良
く

言
え
ば
大
ら
か
な
ん
だ
け
ど
い
い
加

減
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
日
本
人
は
時

間
は
正
確
だ
、
そ
れ
は
良
い
事
だ
、

私
も
日
本
人
の
血
が
流
れ
て
い
る
と

言
い
た
い
の
か
も
。

私
た
ち
が
昨
年
に
引
き
続
い
て
、

国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
た
目
的
は
、

子
ど
も
た
ち
を
マ
リ
オ
ッ
ト
校
の
授

業
に
参
加
さ
せ
、
学
校
間
交
流
を
進

め
る
事
に
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

も
授
業
参
加
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、

私
た
ち
の
期
待
に
見
事
に
応
え
て
く

れ
た
。

反
省
会
の
中
で
、
「
同
じ
学
年
で

授
業
を
受
け
た
か
っ
た
」
と
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。

私
た
ち
は
事
前
に
中
学
三
年
の
ク

ラ
ス
で
、
音
楽
や
体
育
、
図
工
な
ど

英
語
が
十
分
で
な
く
て
も
感
覚
で
理

解
出
来
る
授
業
に
と
の
要
望
を
入
れ

て
い
た
が
、
完
全
に
無
視
さ
れ
た
。

こ
こ
に
も
カ
ナ
ダ
の
い
い
加
減
さ
が

で
て
る
の
だ
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
受
け
た
授
業
は
、

数
学
、
理
科
、
哲
学
な
ど
で
あ
っ
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
み
な
良
い
経

験
だ
っ
た
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

き
っ
と
こ
の
体
験
は
将
来
子
ど
も
た

ち
に
役
立
つ
と
信
じ
た
い
。

二
〇
一
一
年
七
月
に
カ
ナ
ダ
の
生

徒
を
北
島
町
に
迎
え
る
事
も
、
姉
妹

校
締
結
の
話
も
決
ま
っ
た
。
こ
れ
も

坂
井
さ
ん
の
寄
付
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
事
業
に
私
は
感
謝
し
た
い
と
思
う
。

ああ
りり
のの
まま
まま
のの
学学
校校
生生
活活
をを
体体
験験

サ
レ
ー
教
育
委
員
会
の
マ
イ
ケ
ル

次
長
が
、「
昨
日
は
雨
と
風
で
悪
天
候

だ
っ
た
が
、
今
日
は
晴
天
だ
。」と
に

こ
や
か
に
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
育
委
員
会
に
は
、
英
語
学
習

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、「
学
習
者
へ
の
説

明
や
手
助
け
が
二
十
五
カ
国
の
こ
と

ば
で
対
応
可
能
だ
。」そ
う
で
す
。
そ

し
て
、「
ア
ー
ル
マ
リ
オ
ッ
ト
校
は
、

サ
レ
ー
学
区
の
中
で
も
人
気
が
あ
り
、

ア
ジ
ア
系
の
学
生
も
含
め
、
学
業
と

ス
ポ
ー
ツ
を
両
立
し
な
が
ら
学
生
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
。」そ
う
で
す
。

北
島
中
学
生
一
人
ひ
と
り
に
ア
ー

ル
マ
リ
オ
ッ
ト
校
の
生
徒
が
つ
い
て

の
授
業
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

の
ま
ま
の
学
校
生
活
を
紹
介
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
数
学
や
科
学
な
ど
通

常
の
ク
ラ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
私

は
留
学
生
な
ど
に
英
語
を
教
え
る
ク

ラ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。
二
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
決
め
ら
れ
た
単
語
数
と

与
え
ら
れ
た
時
制
で
二
分
以
内
に
英

文
を
書
く
競
争
で
し
た
。
先
生
の
添

削
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
学
校

間
交
流
に
つ
い
て
の
協
議
も
確
か
な

足
取
り
で
前
へ
進
ん
で
い
る
と
実
感

し
ま
し
た
。

後
で
、
中
学
生
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
体
験
授
業
の
こ
と
を
聞
く
と
、「
学

校
で
習
っ
た
英
会
話
で
、
通
じ
る
喜

び
を
感
じ
た
」「
少
し
言
葉
の
壁
は
あ

っ
た
も
の
の
、
お
互
い
の
気
持
ち
は

伝
わ
っ
た
。」「
日
本
に
帰
っ
た
ら
感

謝
し
な
が
ら
少
し
で
も
自
立
し
よ

う
。」と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
新
し
い

何
か
と
出
会
っ
て
自
分
が
変
わ
る
瞬

間
。
ま
さ
に
、
こ
れ
だ
と
私
も
感
激

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
体
験

授
業
で
英
語
づ
け
の
生
活
を
楽
し
み
、

カ
ナ
ダ
で
出
会
い
の
種
を
播
き
ま
し

た
。
外
国
人
と
言
葉
が
通
じ
る
経
験

は
大
切
で
、
会
話
可
能
な
語
学
力
は
、

交
流
の
心
と
と
も
に
本
当
に
必
要
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
「
国
際
感
覚
あ

ふ
れ
た
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
目
標

に
交
流
の
心
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

学学
校校
間間
交交
流流（（
授授
業業
参参
加加
））
のの
第第
一一
歩歩

今
年
度
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
今
ま
で
に
な
か
っ
たE

A
R
L

M
A
R
R
IO
T
T

校
で
の
授
業
参
加
体

験
が
あ
っ
た
。

九
月
十
八
日
�
朝
八
時
二
十
分
、

校
内
ツ
ア
ー
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
始

ガイドのハリーさんと子どもたち（公園にて）
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ま
っ
た
。
高
校
生
と
思
わ
れ
る
三
人

の
生
徒
が
優
し
く
各
施
設
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
約
一
八
〇
〇
人
の

生
徒
が
在
籍
す
るSE

C
O
N
D
A
R
Y

SC
H
O
O
L

（
日
本
の
中
二
・
三
・

高
一
・
二
・
三
の
年
代
）
の
施
設
は

大
変
充
実
し
て
い
た
。
個
別
指
導
室

や
進
路
指
導
室
、
心
の
相
談
室
も
充

実
し
て
お
り
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に

対
す
る
ケ
ア
が
十
分
で
あ
る
と
感
じ

た
。
九
時
四
十
一
分
か
ら
い
よ
い
よ

授
業
体
験
参
加
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
研
修
生
の
所
に
優
し
そ
う
な
生
徒

が
迎
え
に
き
て
く
れ
数
学
、理
科
、社

会
等
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
へ
十
二
名
の

研
修
生
が
散
ら
ば
っ
て
い
っ
た
。
私

も
ど
ん
な
授
業
か
興
味
が
あ
っ
た
の

で
理
科
の
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。「m

elting
point........boiling

point........

」先
生
は
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
。
表
情
豊
か
で
生
徒

た
ち
を
引
き
つ
け
て
い
る
。
九
月
二

十
一
日
�
も
授
業
体
験
参
加
が
三
時

間
（
一
単
位
時
間
は
約
八
十
分
）
あ

っ
た
。
ど
の
研
修
生
た
ち
も
ま
じ
め

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
た
。
さ

す
が
北
島
町
を
代
表
す
る
生
徒
た
ち

で
あ
る
。

今
後
、
姉
妹
校
提
携
を
結
び

E
A
R
L
M
A
R
R
IO
T
T

校
の
生
徒

も
北
島
中
の
授
業
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。
お
互
い
の
生
徒
が
交
流
を

通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
とfriendship

を
育
む
こ

と
を
切
に
希
望
し
て
い
る
。

北
島
中
学
校
三
年

大
溝

将
司

カ
ナ
ダ
に
着
き
、
バ
ス
の
中
か
ら

見
た
美
し
い
風
景
、
街
並
み
だ
け
で

な
く
ゴ
ミ
一
つ
落
ち
て
な
い
道
路
に

感
激
し
、
カ
ナ
ダ
の
人
達
が
み
ん
な
、

自
分
の
街
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
つ
つ
始
ま
っ
た
研
修
で
し
た
。

ア
ー
ル
マ
リ
オ
ッ
ト
校
は
国
際
色

豊
か
で
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
が
学
ん

で
い
て
、
僕
が
参
加
し
た
高
二
の
ク

ラ
ス
は
、
化
学
の
授
業
が
あ
り
、
面

白
く
楽
し
め
ま
し
た
。
授
業
中
は
、

生
徒
達
が
、
活
発
で
自
主
的
に
発
言

し
、
元
気
一
杯
で
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
五
日
間
過

ご
し
、
カ
ナ
ダ
の
生
活
や
遊
び
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
、
ベ
ア
ク
リ
ー

ク
パ
ー
ク
、
ピ
ー
ス
ア
ー
チ
パ
ー
ク

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
雄
大
な
自

然
に
包
ま
れ
、
毎
日
が
充
実
し
て
い

ま
し
た
。

雄
大
な
カ
ナ
ダ
、
優
し
く
迎
え
て

く
れ
た
カ
ナ
ダ
に
、
も
う
一
度
行
き

た
い
と
思
え
る
素
晴
ら
し
い
八
日
間

で
し
た
。

北
島
中
学
校
三
年

山
口

貴
大

今
回
の
カ
ナ
ダ
研
修
で
は
、
一
生

の
思
い
出
に
な
る
程
の
貴
重
な
体
験

を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
と
て
も
優
し
く
て
、
カ
ナ
ダ
の

文
化
や
公
園
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し

く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
で

は
、
実
際
に
英
語
ば
か
り
の
授
業
に

参
加
し
ま
し
た
。
喋
っ
て
い
る
事
が

わ
か
ら
な
く
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の

字
を
写
す
の
が
や
っ
と
で
し
た
が
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
終
了
証
の
よ
う
な
も
の

も
頂
き
、
感
激
し
ま
し
た
。
こ
の
カ

ナ
ダ
研
修
に
参
加
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。

北
島
中
学
校
三
年

松
田

ま
ゆ
こ

六
泊
八
日
の
と
て
も
短
い
間
で
し

た
が
、
と
て
も
大
切
な
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
す
。

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
両
親

と
子
供
二
人
の
四
人
家
族
で
す
。
会

う
ま
で
は
、
自
分
の
英
語
が
通
じ
る

か
や
ど
ん
な
人
達
な
の
だ
ろ
う
か
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し

迎
え
に
来
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
と
て
も
温
か
く
、
楽
し
い
人

達
で
し
た
。
子
供
た
ち
は
と
て
も
元

気
で
、
一
緒
に
家
の
裏
に
あ
る
林
へ

遊
び
に
行
っ
た
り
、
お
い
か
け
っ
こ

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

五
日
間
し
か
一
緒
に
過
ご
せ
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。

北
島
中
学
校
三
年

山
田

祥
子

カ
ナ
ダ
で
の
研
修
は
、
八
日
間
と

い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
広
大
な

自
然
と
見
慣
れ
な
い
街
並
み
の
中
で
、

す
べ
て
の
出
会
い
に
温
か
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
学
校
に
は
、
私
に
ず
っ
と

付
き
添
っ
て
く
れ
た
中
国
人
留
学
生

が
い
ま
し
た
。
不
安
そ
う
な
私
に
た

く
さ
ん
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
聞
き

と
り
に
く
か
っ
た
は
ず
の
私
の
英
語

に
も
、
嫌
な
顔
も
せ
ず
聞
い
て
く
れ

た
事
。
又
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、

マ
マ
友
を
招
い
て
そ
こ
に
誘
っ
て
く

れ
た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
写
真
を
見
て
和

や
か
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
た
り

し
た
事
。
特
に
、
ポ
ケ
モ
ン
好
き
な

兄
弟
は
、
い
つ
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

私
の
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
、
驚

き
と
感
動
が
い
っ
ぱ
い
の
貴
重
な
体

験
で
し
た
。

北
島
中
学
校
三
年

門
出

有
芳
葉

カ
ナ
ダ
は
自
然
と
あ
た
た
か
い

人
々
が
い
っ
ぱ
い
の
素
敵
な
国
で
し

た
。
私
は
、
優
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
十
二
人
の
仲
間
と
八
日
間
を

過
ご
せ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、

海
辺
を
散
歩
し
た
り
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
初
め
は
な
か
な
か
緊
張

し
て
話
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん

な
と
て
も
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
現
地
の
生
徒
と
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
と
い
う
と
て
も
貴

重
な
体
験
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

八
日
間
、
毎
日
本
当
に
楽
し
く
て
、

も
っ
と
い
た
い
な
と
思
う
ほ
ど
で
し

カナダでの最後の記念撮影 Thank you. Good-bye Canada

Let's study with Canadian!
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た
。
こ
れ
か
ら
も
英
語
を
勉
強
し
て
、

も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま

た
カ
ナ
ダ
に
遊
び
に
い
き
た
い
で
す
。

北
島
中
学
校
三
年

山
下

翔
子

私
は
、
カ
ナ
ダ
に
行
っ
て
と
て
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
に
行
く
前
は
、
と
て
も
不

安
で
し
た
。

そ
う
し
て
、EA

R
L
M
A
R
R
IO
T
T

校
の
授
業
に
入
り
ま
し
た
。
入
っ
て

み
て
北
中
と
は
違
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
授
業
中
に
音
楽

を
き
い
た
り
授
業
中
に
飲
み
物
を
飲

ん
だ
り
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
初
め

は
、
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
自
由
で

い
い
学
校
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面

し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
笑
顔
で
む

か
え
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

休
日
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
れ
て
い

っ
て
く
れ
て
す
ご
く
楽
し
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
一
週
間
と
い
う
短

い
時
間
で
し
た
が
、
こ
の
企
画
に
か

か
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

北
島
中
学
校
三
年

原

惟
子

美
し
い
大
自
然
、
お
し
ゃ
れ
な
町

並
み
、
明
る
い
人
々
。
こ
の
八
日
間

毎
日
が
驚
き
と
感
動
の
連
続
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
い
ろ
ん

な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
私
達
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
バ
ン
ク

ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
に
行
っ
て
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
も
し
ま
し
た
。
日
本

で
は
体
験
で
き
な
い
事
を
、
た
く
さ

ん
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
け
ど
、
こ
の
研
修
で
の
思
い

出
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

将
来
も
う
一
度
カ
ナ
ダ
に
行
き
た

い
で
す
！

北
島
中
学
校
三
年

小
林

美
穂

カ
ナ
ダ
研
修
は
、
私
に
と
っ
て
全

て
が
新
鮮
で
、
初
め
て
体
験
す
る
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

出
発
前
は
、
不
安
な
気
持
ち
が
強

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
気
持

ち
は
す
ぐ
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
明
る
く
笑
顔

で
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、
理
解
で

き
な
い
英
語
に
は
簡
単
な
言
い
方
に

変
え
て
く
れ
た
り
と
、
親
切
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
温
か
い

歓
迎
の
お
か
げ
で
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
出
会
い
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
カ
ナ

ダ
の
学
校
生
活
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
カ
ナ
ダ
研
修
に
参
加
で

き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

北
島
中
学
校
三
年

新
見

ほ
の
か

カ
ナ
ダ
研
修
で
、
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
最
初
は
緊
張

し
た
け
ど
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
地
の
学
校
で
は
、
体
育
と
社
会

な
ど
の
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
一

人
で
ク
ラ
ス
に
入
る
の
は
不
安
だ
っ

た
け
ど
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
は
と
て

も
自
由
で
、
案
内
し
て
く
れ
た
子
も

親
切
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
も
う

一
度
カ
ナ
ダ
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

北
島
中
学
校
三
年

山
品

絵
理

今
回
の
カ
ナ
ダ
研
修
で
、
私
は
最

高
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
休
日
に
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ビ
ー
チ
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
最
初
は
会
話
が
で
き
る

か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、

い
つ
の
間
に
か
不
安
は
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、EA

R
L
M
A
R
R
IO
T
T

校

で
の
授
業
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
過
ご
し
た
日
々
を
大
切

に
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
て
、
ま
た
カ
ナ
ダ
に
行
き
た
い

で
す
。

北
島
中
学
校
三
年

金
井

ま
あ
さ

六
泊
八
日
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
す
ご
く
親

切
で
、
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
時
は
ゆ
っ
く
り
と
簡
単
な
単
語

で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
休

日
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ア
メ
リ
カ

と
の
国
境
線
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

学
校
の
授
業
は
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
全
く
分
か
ら
ず
、
す
ご
く
く
や

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
日
本
と
は
全

く
ち
が
い
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
を
機
会
に
英
語
を
勉
強

し
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
、
ゆ
く
ゆ

く
は
永
住
す
る
ぞ
と
思
い
ま
し
た
。

北
島
中
学
校
三
年

吉
田

由
佳

こ
の
秋
に
私
は
カ
ナ
ダ
で
最
高
の

想
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。初

め
て
の
海
外
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

現
地
の
学
校
と
の
交
流
、
で
と
て
も

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
現
地
の
方
々

は
と
て
も
優
し
く
て
す
ぐ
に
不
安
が

ふ
っ
と
び
ま
し
た
。

私
は
あ
ま
り
上
手
に
英
語
を
話
す

こ
と
が
で
き
な
く
て
、
現
地
の
人
達

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
身
振
り
手

振
り
で
表
現
し
た
り
し
て
、
楽
し
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
だ
け
が
、
人

と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
の
す
べ
て

で
は
な
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

ホストファミリーとAwa Dance�

修了証書 金井まあさ殿
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板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
） 

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一 

未未未未未未未未未未
成成成成成成成成成成
年年年年年年年年年年
者者者者者者者者者者
をををををををををを
飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲
酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒
のののののののののの
害害害害害害害害害害
かかかかかかかかかか
らららららららららら

守守守守守守守守守守
るるるるるるるるるる
たたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめ
のののののののののの
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
のののののののののの
整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備

未
成
年
者
を
酒
の
害
か
ら
守
る
た

め
に
は
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
ま
ず
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
宣
伝
・

広
告
で
あ
る
。
若
者
は
成
人
に
比
べ

て
宣
伝
に
敏
感
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏

付
け
る
よ
う
に
、
最
近
の
研
究
で
は
、

宣
伝
と
若
者
の
飲
酒
お
よ
び
大
量
飲

酒
と
の
間
に
有
意
な
関
係
を
認
め
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
宣
伝
に
は
累
積

効
果
が
あ
り
、
暴
露
し
続
け
る
と
そ

の
効
果
が
、
中
年
世
代
に
ま
で
持
ち

越
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
酒
類
の
宣
伝
・
広
告
に

規
制
は
全
く
な
い
。
メ
ー
カ
ー
等
が

宣
伝
広
告
の
自
主
基
準
を
作
成
し
て

い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
は

い
い
が
た
い
。
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
自
体
が
間

違
っ
て
い
る
。

宣
伝
・
広
告
は
そ
の
内
容
だ
け
で

は
な
く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
相
手
先
も

重
要
で
あ
る
。
健
康
番
組
や
ス
ポ
ー

ツ
番
組
に
酒
類
の
宣
伝
が
流
れ
た
ら
、

若
者
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
に
関
し

て
誤
っ
た
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
未
成
年
者
が
最
初
に

飲
酒
す
る
き
っ
か
け
は
、
両
親
で
あ

る
こ
と
が
最
も
多
い
。
子
ど
も
の
飲

酒
に
対
す
る
両
親
の
し
つ
け
は
、
子

ど
も
の
飲
酒
行
動
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
日
本
で
は
、
子
ど
も

を
守
る
は
ず
の
両
親
が
、
む
し
ろ
子

ど
も
の
健
康
や
発
達
を
害
し
て
い
る

と
い
う
皮
肉
な
現
象
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
現
象
は
両
親

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
未
成
年

者
の
飲
酒
に
対
す
る
異
様
な
寛
容
さ

は
、
地
域
や
学
校
を
含
め
至
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
こ
の
寛
容
さ
を
変
え
て

い
く
た
め
に
は
、
広
く
社
会
に
対
し

て
の
教
育
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問
わず、決して許されるものではなく、特に、配偶者等か
らの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメン
ト、ストーカー行為等女性に対する暴力は、女性の人権
を著しく侵害するものです。
該当する被害にあった場合や生命の危険を感じるよう

な切迫した状況になってしまった場合は、すぐに相談機
関にご連絡下さい。

女女性性にに対対すするる暴暴力力対対策策のの推推進進

加害者を引き離して
欲しい。

被害者相談したい

申立書の作成
配偶者からの暴力を受
けた状況、警察や徳島
県こども女性相談セン
ターの職員に相談した
事実があればそれを記
載。警察やこども女性
相談センターに相談し
ていない場合は、公証
人役場で認証を受けた
書類を添付する。

加害者がいな
いところに逃
げたいが、行
くあてがない。

警察

＊相談
＊暴力の制止
＊被害発生防
止のための
必要な措置
・援助等
＊保護命令違
反への対応

地方裁判所徳島県こども女性相談センター
（配偶者暴力相談支援センター）

＊保護命令発令
（接近禁止命令・退去命令・
電話等の禁止命令）

命令に違反すれ
ば１年以下の懲
役又は１００万円
以下の罰金

自立支援一時保護

加害者

「保護命令」には「接近禁止命令」「退去命令」
「電話等禁止命令」があります

ああああああああああああああああああああああああ
やややややややややややややややややややややややや
しししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
とととととととととととととととととととととととと
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
らららららららららららららららららららららららら
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
００００００００００００００００００００００００
番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又
はははははははははははははははははははははははは
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
をををををををををををををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

最
近
、
徳
島
北
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
夜
間
に
お
け
る
忍
び
込

み
、
昼
間
に
お
け
る
空
き
巣
、
車
上
狙
い
等
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
審
者
情
報
等
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
北
署
員
が
全
力

を
挙
げ
て
検
挙
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
未
だ
犯
人
の
検
挙

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
犯
人
を
検
挙
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
次
の
点

を
参
考
に
し
て
、
不
審
者
等
に
対
す
る
通
報
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
１
１
０
番
通
報
を
！

ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
工
具
を
使
用
し
て
鍵
穴
を
破
壊
し
た
り
、
ガ
ラ

ス
の
叩
き
割
り
を
手
段
と
す
る
車
上
狙
い
犯
人
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
検
挙
例
か
ら
、
駐
車
場
を
う
ろ
つ
い
た
り
、
車
内
を
の
ぞ
き

込
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
見
張
り
役
の
運
転
手
が
車
内
で
待
機
す
る
な

ど
し
て
、
車
内
に
置
い
て
い
る
現
金
在
中
の
バ
ッ
グ
等
を
盗
み
取
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
不
審
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、

直
ち
に
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
室
内
に
犯
人
が
い
る
時
は
、
直
ち
に
１
１
０
番
通
報
を
！

家
に
帰
る
と
、
玄
関
戸
が
壊
さ
れ
た
り
し
て
室
内
か
ら
物
音
が
す

る
等
、
犯
人
が
在
室
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
絶
対
に
室
内

に
入
ら
ず
、
直
ち
に
１
１
０
番
通
報
を
し
て
下
さ
い
。

犯
人
は
、
手
段
を
選
ば
ず
逃
走
し
ま
す
。
危
害
を
受
け
る
等
ど
ん

な
被
害
に
遭
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
警
察
官
が
臨
場
す
る
ま
で

は
、
絶
対
に
室
内
に
は
入
ら
な
い
で
下
さ
い
。

○
盗
難
被
害
に
気
付
い
た
ら
、
最
寄
り
の
交
番
・
警
察
署
へ
通
報

を
！

玄
関
戸
の
鍵
が
壊
さ
れ
、
室
内
が
物
色
さ
れ
て
い
る
等
の
盗
難
被

害
に
気
付
い
た
ら
、
直
ち
に
１
１
０
番
通
報
、
若
し
く
は
、
最
寄
り

の
交
番
・
警
察
署
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯
人
は
、
現
場
に
犯
行
の
痕
跡
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
痕
跡
が
犯

人
検
挙
の
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
痕
跡
は
、
時

間
の
経
過
に
よ
り
、
犯
人
以
外
の
者
が
触
れ
た
り
し
て
滅
失
し
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
に
気
付
い
た
際
は
、
現
場
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
速
や
か
に
通
報
し
て
下
さ
い
。

徳島北警察署広報 �698―0110
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厚生労働大臣認可

私
が
マ
ラ
ソ
ン
を
初
め
て
走
っ

た
の
は
六
十
歳
。
中
高
年
が
楽
し

く
走
っ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
る

と
聞
き
、
健
康
に
い
い
の
で
は
と

軽
い
気
持
ち
で
徳
島
大
学
公
開
講

座
「
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
ろ

う
二
〇
〇
六
―
一
〇
〇
ｍ
か
ら
始

め
る
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
に
申
込
ん

だ
の
が
始
ま
り
で
す
。
で
も
す
ぐ

に
、
今
ま
で
仕
事
ば
か
り
で
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
し
た
こ
と
が
な
い
の
に

こ
の
歳
で
走
れ
る
の
だ
ろ
う
か
�

と
不
安
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
五
月
の
開
講
式
で
前
年
度

の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て

頂
く
と
、
み
ん
な
笑
顔

で
万
歳
の
ゴ
ー
ル
。
頼

れ
る
先
輩
方
の
励
ま
し

と
、
先
生
の
「
大
き
な

目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
素
晴
ら
し
さ
を
あ
な

た
も
体
験
し
ま
せ
ん

か
。」の
言
葉
に
と
う
と
う
そ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
す
。
週
一

度
の
講
義
と
三
度
の
実
習
に
参
加
。

初
め
は
本
当
に
私
は
走
っ
て
い
る

の
？
歩
い
た
方
が
早
い
の
で
は
？

と
情
け
な
く
な
る
ば
か
り
で
し
た

が
、
仲
間
や
先
生
の
ご
指
導
で
少

し
ず
つ
走
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

う
な
る
と
不
思
議
な
も
の
で
走
る

の
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
十
二
月
、
遂

に
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
の
で
す
。
全
く
の
未
知

の
世
界（
四
二
・
一
九
五
�
）！
マ
イ

ペ
ー
ス
で
ぼ
ち
ぼ
ち
と
一
歩
一
歩
前

へ
前
へ
。
途
中
暑
さ
で
苦
し
く
な
り

も
う
だ
め
だ
と
何
度
も
諦
め
そ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
ゴ
ー
ル
し

よ
う
と
の
先
生
や
仲
間
の
声
に
励
ま

さ
れ
、
ま
た
沿
道
で
応
援
し
て
く
れ

る
現
地
の
人
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
声
援
に
も
背
中
を
押
さ
れ
、

す
ご
く
時
間
は
か
か
っ
た
け
れ
ど
何

と
か
辿
り
着
き
、
最
後
は
仲
間
達
と

手
を
つ
な
ぎ
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
！
こ
の

感
動
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
ゴ
ー
ル
し
て
し
ま
え
ば
大

変
だ
っ
た
練
習
や
レ
ー
ス
中
の
苦
し

さ
は
す
っ
か
り
忘
れ
、
自
分
を
褒
め
、

次
は
ど
の
大
会
に
挑
戦
し
よ
う
か
と

仲
間
達
と
熱
く
語
り
合
う
自
分
が
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
四
年
。
各
地

の
大
会
に
九
回
参
加
し
、
全
て
完
走
。

年
に
一
度
は
海
外
の
大
会
に
も
旅
行

を
兼
ね
て
参
加
す
る
こ
と
が
今
で
は

楽
し
み
で
す
。
た
だ
観
光
す
る
だ
け

で
は
な
く
自
分
の
足
で
そ
の
街
を
走

っ
て
み
る
と
、
人
々
の
暮
ら
し
や
景

色
が
眼
に
焼
き
つ
き
印
象
深
い
旅
に

な
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
、
ス
イ
ス
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
続
き
、
今
年
八
月
に

は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
国
際
マ
ラ
ソ

ン
に
三
十
一
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

関
空
よ
り
八
時
間
、
南
半
球
に
浮
か

ぶ
「
天
国
に
一
番
近
い
島
」
と
言
わ

れ
る
の
ど
か
な
島
で
す
。
沿
道
に
立

並
ぶ
ヤ
シ
の
木
、
美
し
い
コ
バ
ル
ト

ブ
ル
ー
の
海
と
白
い
砂
浜
の
街
で
い

つ
も
通
り
仲
間
達
と
ニ
コ
ニ
コ
ラ
ン

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
仲

間
達
と
念
願
の
富
士
登
山
に
も
挑
戦
、

登
頂
に
成
功
。
今
度
は
歩
き
遍
路
に

も
…
と
挑
戦
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
で
も
ぼ
ち
ぼ
ち
亀
さ
ん

ラ
ン
ナ
ー
の
私
で
す
が
、

何
よ
り
良
か
っ
た
の
は
元

気
に
な
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
年
齢
に
関
係
な
く
素
晴

ら
し
い
多
く
の
仲
間
達
と

出
逢
え
た
こ
と
で
す
。
無

理
を
せ
ず
い
つ
ま
で
も
マ

イ
ペ
ー
ス
で
練
習
を
重
ね
、

色
々
な
事
に
挑
戦
し
続
け

た
い
。
そ
し
て
気
持
ち
も
若
く
心
身

共
に
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ

て
今
日
も
走
っ
て
い
ま
す
。
徳
島
県

は
糖
尿
病
死
亡
率
ワ
ー
ス
ト
１
。最

近
で
は
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
の
影
響

も
あ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
る
方
に
多
く
お
会

い
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
病
気
な
く
元

気
で
過
ご
す
為
に
は
、
少
し
ず
つ
で

も
何
か
運
動
を
無
理
な
く
続
け
る
事

が
大
事
で
す
。
私
達
が
練
習
に
取
り

入
れ
て
い
る
阿
波
踊
り
体
操
も
様
々

な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
（
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
も
放
映
中
）、自
分
の
体
力

に
合
わ
せ
て
行
え
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン

は
私
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ほ
ん
の
小
さ
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
人
生
は
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
健
康
の
為
に
皆
さ
ん
も
、
今
、

何
か
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

随筆

（４７４）

私
と
マ
ラ
ソ
ン

鯛
浜

西
岡

君
江

貼
り
終
え
て
正
座
し
て
見
る
障
子
か
な

川
村
ユ
キ
ヱ

農
日
誌
閉
じ
て
一
人
や
虫
の
秋

近
藤

与
祢

高
階
の
窓
明
月
を
近
く
す
る

滝
上

由
香

た

天
高
し
歴
史
重
ね
て
聳
つ
二
塔

仁
木
つ
と
む

秋
高
し
夢
を
詰
め
込
む
旅
鞄

広
瀬

徳
江

と
べ
ら

海
桐
の
実
歴
史
の
詰
ま
る
岬
村

藤
岡

紫
乃

ま
ろ

繩
跳
び
の
繩
に
木
の
実
の
転
び
け
り

松
岡

乙

蓮
の
実
の
と
ぶ
先
に
建
つ
山
宣
碑

松
浦

勝
江

鈴
な
り
の
仲
よ
し
小
よ
し
柿
日
和

村
田
み
ど
り

通
学
児
焚
火
に
片
手
か
ざ
し
行
く

森

し
げ
る

は
い
る

流
星
や
配
流
め
き
た
る
島
暮
し

青
木

拓
郎

長
江
に
船
ゆ
っ
た
り
と
鰯
雲

阿
部

蒼
空

秋
灯
や
曾
孫
に
本
の
読
み
聞
か
せ

大
西

通
世

池
上
波
の
画
面
は
み
出
す
秋
景
色

阿
部
久
美
子

夕
暮
れ
の
山
に
切
り
込
む
鵙
の
声

長
尾
寿
美
子

菊
の
香
や
名
取
披
露
の
幕
あ
が
る

村
尾

芦
月

こ
ぼ

草
踏
め
ば
光
を
零
す
朝
の
露

橋
本
ま
さ
よ
し

乗
る
駅
も
降
り
る
駅
に
も
秋
桜

山
本

和
子

町 報 俳 壇
標標準準営営業業約約款款制制度度［［ＳＳママーークク］］

ををごご存存じじでですすかか！！

標準営業約款制度は、法律で定め
られた消費者（利用者）擁護に資す
るための制度です。
厚生労働大臣認可の約款に従って

営業することを登録した、「理容店」、
「美容店」、「クリーニング店」、「め
ん類飲食店」、「一般飲食店」では、
店頭にＳマークを掲げています。登
録店は、安心・安全・衛生を約束す
る信頼できるお店です。
詳しくは、�徳

島県生活衛生営業
指導センター（�
０８８―６２３―７４００）
までお問い合わせ
下さい。

（１４）町報２００９．１１
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（９月届分）

お

く

や

み

仏
壇
に
向
か
い
静
か
に
目
を
閉
じ

る
と
、
優
し
く
穏
や
か
に
微
笑
む
曾

祖
父
母
の
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。
曾
祖
母

は
、
十
年
前
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を

発
病
。
身
体
の
機
能
は
急
速
に
衰
え
、

食
事
も
排
泄
も
自
分
の
力
で
は
で
き

な
く
な
っ
た
。
四
年
後
に
は
、
曾
祖

つ
ぶ

父
が
庭
の
雪
か
き
で
背
骨
を
潰
し
、

歩
く
の
が
や
っ
と
の
状
況
に
な
っ
て

し
ま
い
、
認
知
症

状
も
悪
化
し
て
い

っ
た
。
家
族
で
二

人
を
介
護
す
る
壮

絶
な
闘
い
が
始
ま

っ
た
。

十
二
月
の
寒
い

朝
。
起
き
て
く
る

と
、
母
と
祖
母
が

悲
痛
な
顔
で
掃
除

を
し
て
い
た
。
家

中
が
汚
物
の
す
さ

ま
じ
い
臭
い
で
む

せ
返
る
よ
う
だ
っ

た
。
ト
イ
レ
の
壁
、

布
団
、
カ
ー
テ
ン

に
汚
物
が
付
着
し

て
い
る
。
夜
中
に
曾
祖
父
が
排
泄
に

失
敗
し
、
自
分
で
何
と
か
し
よ
う
と

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
ら
し
い
。
私
は

ト
イ
レ
に
入
れ
な
い
。
学
校
ま
で
我

慢
し
た
。
曾
祖
父
は
昔
か
ら
頑
固
で

人
の
言
う
こ
と
を
聞
こ
う
と
し
な
い

人
だ
っ
た
。
自
分
の
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
く
な
っ
て
も
、
排
泄
を
介

助
す
る
祖
母
に
「
余
計
な
こ
と
を
す

る
な
！

自
分
で
で
き
る
で
あ
っ
ち

に
行
け
�
」
と
怒
鳴
り
、
殴
り
か
か

ろ
う
と
す
る
。食
事
を
終
え
て
も「
ご

飯
よ
こ
せ
！

ご
飯
よ
こ
せ
！
。
腐

っ
た
も
の
で
も
い
い
か
ら
下
さ
あ

い
」
と
部
屋
の
扉
を
叩
い
て
い
た
。

外
出
し
て
家
に
戻
る
と
、
台
所
の
冷

蔵
庫
か
ら
食
べ
物
を
取
り
出
し
、
わ

し
づ
か
み
に
し
た
ま
ま
、
倒
れ
て
い

ひ
ん
ぱ
ん

る
こ
と
も
頻
繁
だ
っ
た
。
や
っ
と
の

思
い
で
抱
き
起
こ
し
、
怪
我
は
無
か

き
づ
か

っ
た
か
？

気
遣
う
家
族
に
対
し
て

も
、
反
省
や
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
全

く
感
じ
ら
れ
な
い
。
私
は
「
家
族
に

こ
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
に
、

何
で
そ
の
こ
と
に
気
付
か
な
い
の
だ

ろ
う
」
と
、
い
つ
も
憤
り
を
感
じ
て

い
た
。

「
華
ち
ゃ
ん
、
お
湯
お
願
い
…
」
と

私
を
呼
ぶ
祖
母
の
叫
び
声
が
し
た
。

何
日
か
曾
祖
母
の
お
腹
の
調
子
が
悪

あ
ふ

く
、
お
む
つ
か
ら
溢
れ
る
汚
物
で
、

下
着
か
ら
布
団
ま
で
、
全
て
を
汚
し

て
し
ま
う
大
変
な
日
が
続
い
て
い
た
。

扉
を
開
け
る
と
祖
母
が
号
泣
し
て
い

た
。
数
年
も
続
い
た
介
護
の
生
活
に

疲
れ
果
て
、
心
も
体
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
曾
祖
父

つ
ぶ
や

が
曾
祖
母
の
枕
元
で
呟
い
た
。
「
お

前
は
も
う
死
な
に
ゃ
い
か
ん
。
皆
が

大
変
だ
で
生
き
て
ち
ゃ
い
か
ん
。
お

ら
も
死
な
に
ゃ
い
か
ん
と
思
っ
と
る

が
、
な
か
な
か
死
ね
ん
」
曾
祖
母
は

涙
を
浮
か
べ
、
「
今
も
大
便
我
慢
で

き
な
ん
だ
だ
よ
。
わ
し
は
こ
れ
か
ら

ご
飯
を
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
わ
」

し
ぼ

と
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
答
え
た
。

二
人
が
家
族
を
気
遣
っ
て
言
っ
た
、

心
か
ら
の
温
か
い
言
葉
だ
っ
た
。
自

分
が
老
い
て
変
わ
り
果
て
て
い
く
。

自
分
で
自
分
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
く
恐
怖
。
ど
ん
な
に
辛
く
悲

し
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
？（

つ
づ
く
）

最最
期期
まま
でで
輝輝
いい
てて

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

長
野
県
・
信
州
大
学
教
育
学
部

付
属
松
本
中
学
校
三
年

は
な

か

野

崎

華

加

こ
の
作
文
は
、
平
成
二
十

年
度
の
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

作
品
で
す
。

前

田

晃

克

さ
や
か

ら
い

ら

長
女

來

羅

江

尻

清

田

陽

平

明

子

ち

ひ
ろ

長
男

千

紘

鯛

浜

岩

瀬

健
一
郎

有

美

み

く

長
女

未

玖

中

村

渡

瀬

直

照

恵

ま

ほ

長
女

真

帆

江

尻

川

西

修

平

し
ず
か

は
る

長
男

陽

中

村

仁

木

吾

郎

章

子

ひ
さ

と

三
男

弥

斗

高

房

岡

田

武

史

あ
か
ね

か
ん

じ

二
男

寛

二

鯛

浜

橋

本

尚

悟

輝

美

な
つ

き

長
女

捺

希

中

村

内

藤

誉

菜

々

あ
ん

な

長
女

杏

菜

江

尻

林

幸

男

真

弓

み

ゆ
き

二
女

美

幸

高

房

三

好

光
一
郎

小
百
合

さ

り

二
女

咲

里

江

尻

稲

井

章

文

靖

代

あ
や

か

長
女

彩

華

中

村

田

村

公

一

真
也
子

か

の
ん

長
女

奏

音

中

村

村

上

敏

和

奈
緒
子

し

ほ

長
女

詩

歩

中

村

平

山

政

夫

悠

里

と
も

き

二
男

知

樹

鯛

浜

宮

城

健

恭

子

か
ず

ま

長
男

和

真

中

村

谷

江

良

一

真
由
美

か
ん

な

長
女

栞

奈

江

尻

笹

橋

旭

晃

子

な

つ
き

二
女

菜

月

北

村

�

山

高

志

み
ゆ
き

し

り
ゅ
う

長
男

志

龍

江

尻

篠

原

照

義

真
由
美

あ
い

み

長
女

愛

弥

鯛

浜

盛

田

朋

洋

安

希

お
う

す
け

長
男

旺

佑

中

村

後

藤

裕
一
郎

江

尻

藤

田

早

江

尻

戸

田

陽

介

吉
野
川
市

岡

田

磨
衣
子

高

房

原

小
百
合
（
６０
歳
）
中

村

福

家

麻

江
（
８６
歳
）
北

村

板

東

春

一
（
８６
歳
）
中

村

小

山

英

士
（
６８
歳
）
江

尻

柏

木

英

市
（
８２
歳
）
鯛

浜

三

木

勲

子
（
６７
歳
）
中

村

後

藤

統

佳
（
８０
歳
）
中

村

吹

上

忠

義
（
７８
歳
）
太
郎
八
須

中

西

千
重
子
（
８２
歳
）
鯛

浜

齋

藤

ハ
ル
ヱ
（
７９
歳
）
江

尻

中

林

節

子
（
８２
歳
）
中

村

戸

井

茂
（
５９
歳
）
鯛

浜

遠

藤

敏

美
（
８６
歳
）
新
喜
来

家

段

晴

源
（
８６
歳
）
中

村

新

見

喜
代
子
（
８１
歳
）
鯛

浜

������

（１５） 町報２００９．１１



平成２０年度水道事業会計決算状況
平成２０年度北島町水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

平成２１年１０月１日

北島町長 山 田 昌 弘

事 業 概 要

平成２０年度末北島町の給水人口は２１，８２５人、給水戸数は７，２８１戸、年間給水量３，３９６，１８９�、
一日平均給水量９，３０５�、有収率８８．４パーセントとなっております。
本年度は石綿セメント管の更新など配水管の布設替工事として延長７２７m施工しております。
北島町の水道事業は、今後も効率的な運営のもとに、事業の発展と住民サービスに努めてま

いります。

平成２０年度 北島町水道事業損益計算書
（平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで）

（単位：円）

計

１５０，５６７，６３５

△４９，８４７，６１３

１００，７２０，０２２

△１，１７８，９７９

９９，５４１，０４３

８，７１０

９９，５４９，７５３

支 出

２５，３９１，０３４

３１，０８５，６７０

９０，９７９，７４４

１１６，０４８，７６４

９５４，２５８

１，５７７，９５０

２６６，０３７，４２０

営 業 利 益

５２，２８４，４０３

０

５２，２８４，４０３

営 業 外 損 益 計

経 常 利 益

１，１７８，９７９

１，１７８，９７９

特 別 損 益 計

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

２．営 業 費 用

�原 水 及 び 浄 水 費

�配 水 及 び 給 水 費

�総 係 費

�減 価 償 却 費

�資 産 減 耗 費

�そ の 他 の 営 業 費 用

小 計

４．営 業 外 費 用

�支 払 利 息

�雑 支 出

小 計

６．特 別 損 失

�過 年 度 損 益 修 正 損

小 計

収 入

３９９，３５５，９８３

１７，２４９，０７２

４１６，６０５，０５５

２，１３９，３０９

２９７，４８１

２，４３６，７９０

０

０

０

１．営 業 収 益

�給 水 収 益

�そ の 他 の 営 業 収 益

小 計

３．営 業 外 収 益

�受 取 利 息

�雑 収 益

小 計

５．特 別 利 益

�固 定 資 産 売 却 益

�過 年 度 損 益 修 正 益

小 計
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平成２０年度 北島町水道事業貸借対照表
（平成２１年３月３１日）

（単位：円）

負 債 の 部

３．流 動 負 債

４２，２４９，０７３

４２，２４９，０７３

資 本 の 部

４．資 本 金

３，１１６，１７５，９４４

５．剰 余 金

１，２３３，１２９，２５７

４，３４９，３０５，２０１

４，３９１，５５４，２７４

０

３９，４９３，８２３

２，５７０，０００

１８５，２５０

０

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

１，３９９，０４９，２２３

�借 入 資 本 金

１，７１７，１２６，７２１

１，７１７，１２６，７２１

資 本 金 合 計

�資 本 剰 余 金

８２，６０７，０９５

３０，０００，０００

１６８，０２７，６５５

３６９，９１３，４５４

１４，１３１，３００

６６４，６７９，５０４

�利 益 剰 余 金

１０３，４００，０００

３６５，５００，０００

９９，５４９，７５３

５６８，４４９，７５３

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

�一 時 借 入 金

�未 払 金

�前 受 金

�預 り 金

�その他の流動負債

�自 己 資 本 金

イ 企 業 債

借 入 資 本 金 合 計

イ 国 庫 補 助 金

ロ 町 補 助 金

ハ 負 担 金

ニ 受贈財産評価額

ホ 寄 付 金

資 本 剰 余 金 合 計

イ 減 債 積 立 金

ロ 建設改良積立金

ハ 当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

資 産 の 部

１．固 定 資 産

３，６６１，１９９，２００

２．流 動 資 産

７３０，３５５，０７４

４，３９１，５５４，２７４

�有 形 固 定 資 産

４８０，５８６，８５５

１２５，１３３，９１９

２，４３９，８５７，５２０

３８４，７６７，６３６

２０２，６８５

９５，９８１

５１，１３０，０００

３，４８１，７７４，５９６

� 無 形 固 定 資 産

１３０，６００

１７９，２９４，００４

１７９，４２４，６０４

固 定 資 産 合 計

６６２，４３６，２２２

４３，３９０，０９６

１０，７０９，４９４

１３，７７４，７４０

４４，５２２

０

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

１６１，８９９，０４９

３６，７６５，１３０

３，５８９，６９４，２６８

１，１４９，８３６，７４８

９６３，２８６，３６７

５７８，５１８，７３１

４，０５３，６８１

３，８５０，９９６

１，９１９，６１９

１，８２３，６３８

有 形 固 定 資 産 合 計

イ 電 話 加 入 権

ロ 水 利 権

無 形 固 定 資 産 合 計

�現 金 預 金

�未 収 金

�貯 蔵 品

�前 払 金

�資 金 前 途

�その他の流動資 産

イ 土 地

ロ 建 物

減価償却累計額

ハ 構 築 物

減価償却累計額

ニ 機械及び装置

減価償却累計額

ホ 車両及び運搬具

減価償却累計額

ヘ 工具器具及び備品

減価償却累計額

ト 建 設 仮 勘 定
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一

般

質

問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、

伊
勢
政
二
議
員
、
大
溝
典
幸
議
員
、

羽
坂
登
志
馬
議
員
、
増
谷
禎
通
、
中

野
真
吾
議
員
で
大
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

伊
勢
政
二
議
員

（
質
問
一
）
老

門
排
水
機
場
の

排
水
に
つ
い
て

老
門
排
水
機

場
か
ら
今
切
川

に
流
す
排
水
の
水
質
問
題
は
、
長
年

に
わ
た
り
近
隣
の
漁
協
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
る
。
公
共
下
水

道
工
事
が
完
成
す
れ
ば
排
水
問
題
は

解
決
で
き
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、

水
質
向
上
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。昨

年
、
一
八
九
万
円
の
予
算
で
排

水
機
場
の
沈
砂
池
の
掃
除
を
し
た
が

効
果
は
あ
っ
た
か
。

（
答
弁
）

公
共
下
水
道
の
整
備
完
了
ま
で
長

期
を
有
す
る
た
め
、
水
質
悪
化
の
主

な
要
因
と
な
る
生
活
排
水
対
策
に
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
促
進
や
生
活
排

水
対
策
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

沈
砂
池
の
清
掃
は
、
排
出
水
へ
の

土
砂
・
ヘ
ド
ロ
の
混
入
防
止
に
効
果

が
あ
っ
た
。

今
後
も
土
砂
等
の
沈
澱
が
長
期
に

な
ら
な
い
よ
う
点
検
・
清
掃
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
非
か
ん
が
い
期
の

用
水
路
の
排
水
頻
度
等
ポ
ン
プ
の
運

転
方
法
を
検
討
す
る
。

（
質
問
二
）
日
曜
納
税
窓
口
開
設
に

つ
い
て

町
税
等
の
収
納
を
目
的
に
日
曜
納

税
窓
口
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
で
も
試
行
的
に
徳
島
市
と

合
同
で
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
北
島
の
ロ
ビ

ー
で
出
張
納
税
窓
口
を
設
置
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
時
は
、
二
日
間
で

十
七
件
、
三
二
三,

九
一
五
円
納
付

い
た
だ
い
た
。

町
民
の
方
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、

口
座
振
替
制
度
の
推
進
や
コ
ン
ビ
ニ

納
付
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
考
え
る
と
、
現
在
、
土
日

祝
祭
日
は
、
役
場
・
金
融
機
関
と
も

閉
庁
・
閉
店
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

庁
舎
内
で
の
日
曜
納
税
窓
口
を
月
に

一
回
開
設
す
る
検
討
を
し
た
い
。

（
質
問
三
）
開
票
作
業
迅
速
化
の
取

り
組
み
成
果
に
つ
い
て

①

平
成
十
九
年
三
月
議
会
で
、
早

稲
田
大
学
北
川
教
授
呼
び
か
け
の
、

選
挙
開
票
作
業
の
短
縮
「
コ
ン
マ
一

秒
の
節
約
」
に
北
島
町
も
取
り
組
む

こ
と
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、
担
当
職
員
は
早
稲
田

大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
会
で
研
修

し
て
き
た
か
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

開
票
事
務
は
関
係
法
律
の
適
正
な

理
解
の
下
、
迅
速
な
作
業
と
正
確
な

数
字
が
求
め
ら
れ
る
。
選
挙
の
都
度
、

担
当
者
・
事
務
従
事
者
の
事
前
研
修

会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

会
へ
の
職
員
派
遣
は
し
て
い
な
い
が
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
送
付
さ
れ

た
資
料
を
基
に
本
町
の
開
票
作
業
で

採
用
で
き
る
例
は
（
開
始
直
前
に
投

票
箱
の
ふ
た
を
開
け
て
お
く
。
審
査

班
に
よ
る
事
前
に
作
成
し
た
判
定
基

準
に
添
っ
て
の
事
前
研
修
会
の
実
施
。

投
票
読
み
取
り
機
の
投
入
等
。）取
り

入
れ
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

八
月
三
十
日
の
衆
議
員
選
挙
の
開

票
作
業
の
人
員
・
時
間
・
経
費
は
。

四
年
前
の
衆
議
員
選
挙
の
開
票
時

間
・
経
費
と
比
べ
短
縮
で
き
た
か
。

今
回
、
時
間
短
縮
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
た
か
、
改
善
内
容
は
。

（
答
弁
）

開
票
作
業
の
人
員
は
三
十
九
人
、

開
票
時
間
は
二
時
間
二
十
九
分
、
開

票
経
費
は
五
二
三,

六
五
六
円
。

前
回
と
比
較
す
る
と
小
選
挙
区
、

比
例
代
表
併
せ
て
約
千
六
百
票
の
増

で
あ
っ
た
が
、
人
員
は
六
人
増
、
開

票
時
間
は
二
十
分
短
縮
、
開
票
経
費

は
四
八,

四
七
三
円
の
増
で
あ
っ
た
。

開
票
時
間
の
最
大
の
短
縮
要
因
は

い
か
に
早
く
無
効
票
・
疑
問
票
等
を

決
定
す
る
か
で
、
審
査
班
を
合
議
制

と
し
十
分
な
事
前
研
修
を
重
ね
作
業

に
あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
点
検
班

が
す
べ
て
の
有
効
票
を
処
理
す
る
前

に
無
効
票
、
疑
問
票
の
処
理
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

（
質
問
三
）
③

来
年
一
月
に
町
長
選
挙
が
あ
る
。

開
票
作
業
の
短
縮
に
挑
戦
す
る
計
画

は
あ
る
か
。

（
答
弁
）

可
能
な
限
り
専
門
に
審
査
に
あ
た

る
職
員
を
養
成
し
、
早
稲
田
大
学
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
会
の
資
料
を
基
に

本
町
で
も
さ
ら
に
採
用
可
能
な
例
を

研
究
し
、
開
票
時
間
の
短
縮
に
努
め

て
い
く
。

（
質
問
四
）
町
道
街
路
樹
管
理
に
つ

い
て

①

町
道
二
号
線
の
街
路
樹
が
無
残

に
も
枯
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
講
じ
た
か
。

（
答
弁
）

街
路
樹
の
枯
れ
は
、
町
道
二
号
線

の
沿
線
の
宅
地
化
に
よ
る
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
う
事
故
防
止
か
ら
、
通

行
時
の
死
角
減
少
を
最
優
先
し
強
く

剪
定
を
行
っ
た
こ
と
が
原
因
と
推
測

す
る
。
街
路
樹
は
景
観
及
び
緑
化
の

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
木
の
種

類
に
応
じ
た
剪
定
時
期
や
剪
定
の
強

さ
な
ど
を
確
認
し
、
適
切
な
管
理
に

努
め
る
。

（
質
問
四
）
②

町
有
財
産
で
あ
る
街
路
樹
を
数
か

月
で
枯
ら
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
責

任
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
成
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
て
い
な

い
が
、
街
路
樹
の
剪
定
を
は
じ
め
、

作
業
内
容
の
実
態
把
握
に
努
め
、
作

業
方
法
・
作
業
手
順
の
検
証
と
検
討

を
し
て
い
る
。
技
術
習
得
の
た
め
講

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
八
日
に
開
会
さ
れ
、
九
月
十
六

日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
な
ど
十
七
議
案
と
報
告
が
三
件
、
諮
問
が
一
件
、
議
員
提
出
議
案
と

し
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
地
図
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
地
域
安
全
に

関
す
る
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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習
会
の
参
加
も
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
街
路
樹
等
維
持
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
づ
く
り
に
向
け
て
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
質
問
四
）
③

町
道
十
四
号
線
も
街
路
樹
が
枯
れ

て
杭
の
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
の

対
策
も
講
じ
ず
に
放
置
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
早
急
に
枯
れ
木
を
撤
去
し

て
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
街
路
樹
を
植

樹
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

町
道
二
号
線
・
十
四
号
線
併
せ
て
、

道
路
の
見
通
し
・
通
行
の
支
障
・
害

虫
や
落
葉
等
の
植
樹
後
の
管
理
の
対

応
を
十
分
反
省
し
、
適
切
な
高
木
・

低
木
等
の
樹
種
の
選
定
を
し
て
い
く
。

（
質
問
五
）
町
道
十
四
号
線
の
交
通

事
故
対
策
に
つ
い
て

①

今
年
の
一
月
十
一
日
に
発
生
し

た
町
道
十
四
号
線
で
の
交
通
事
故
防

止
対
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
実
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ａ

交
差
点
北
方
面
の
西
側
家
屋
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
フ
ェ
ン
ス
に
す
る
。

ｂ

同
家
屋
角
の
植
木
を
低
木
に
す

る
。

ｃ

同
家
屋
角
の
電
柱
を
移
設
す
る
。

ｄ

交
差
点
東
側
の
角
地
を
買
収
し

角
切
り
を
す
る
。

（
答
弁
）

ａ
、
ｂ
は
、
所
有
者
と
協
議
を
行

い
植
木
は
す
で
に
撤
去
し
、
フ
ェ
ン

ス
工
事
は
発
注
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ｃ
は
、
電
柱
の
移
転
先
が
用
地
買

収
に
伴
い
移
転
先
が
変
わ
る
可
能
性

も
あ
り
、
交
差
点
改
良
時
に
併
せ
て

移
設
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

ｄ
は
、
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

（
質
問
五
）
②

こ
の
四
点
が
完
全
な
対
策
と
は
い

え
な
い
が
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
た

め
に
は
、
信
号
機
の
設
置
や
東
西
の

見
通
し
が
良
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

東
側
・
西
側
買
収
費
用
の
概
算
額

と
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
補
助
は

な
い
か
。
予
算
よ
り
人
命
を
優
先
し
、

西
側
家
屋
の
移
転
を
含
め
た
施
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

こ
の
交
差
点
改
良
に
伴
う
用
地
費

用
及
び
工
事
費
等
の
概
算
費
用
は
約

一
千
五
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
隣
接
の
地
権
者
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
け
た
ら
、
交
差
点
改
良

事
業
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
を
活
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

（
質
問
六
）
弱
者
に
優
し
い
公
共
施

設
に
つ
い
て

①

町
内
に
は
様
々
な
公
共
施
設
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
身
障
者
や
弱
者

に
配
慮
し
た
設
備
と
は
い
え
な
い
。

こ
の
度
の
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
に

よ
り
一
階
に
設
置
さ
れ
る
身
障
者
用

ト
イ
レ
も
、
身
障
者
の
ご
意
見
を
よ

く
拝
聴
し
、
真
摯
に
受
け
入
れ
る
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。

（
答
弁
）

庁
舎
一
階
の
身
障
者
用
ト
イ
レ
の

新
設
の
設
計
は
、
「
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
及
び
、
同
施
行
令
十

四
条
に
適
合
さ
せ
、
身
障
者
の
方
々

に
配
慮
し
た
設
計
と
し
て
い
る
。
施

工
時
に
は
、
徳
島
県
立
障
害
者
交
流

プ
ラ
ザ
の
視
察
を
行
い
、
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
が
使
い
や
す
い
ト
イ
レ

に
な
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

（
質
問
六
）
②

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
温
水
プ
ー
ル
の

身
障
者
用
シ
ャ
ワ
ー
は
健
常
者
用
シ

ャ
ワ
ー
と
違
い
、
押
す
と
約
三
十
秒

間
だ
け
使
用
で
き
、
止
ま
れ
ば
再
度

押
す
方
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

身
障
者
に
配
慮
し
た
設
備
と
は
言
い

難
い
。
町
内
の
公
共
施
設
の
総
点
検

を
行
い
、
不
備
な
箇
所
を
改
善
し
て

は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

利
用
者
の
方
よ
り
同
様
の
ご
指
摘

が
あ
り
、
健
常
者
用
シ
ャ
ワ
ー
と
同

タ
イ
プ
の
シ
ャ
ワ
ー
に
交
換
し
て
い

る
。
今
後
は
身
障
者
へ
の
配
慮
は
も

ち
ろ
ん
施
設
の
利
便
性
を
考
慮
し
な

が
ら
細
部
へ
の
注
意
を
怠
る
こ
と
な

く
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
庁
舎
・
図
書
館
・
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
等
住
民
の
方
の
出
入
り

が
多
い
箇
所
は
車
椅
子
用
ト
イ
レ
、

駐
車
場
の
設
置
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
施
設
も
総
点
検
を
お
こ
な
い
、

住
民
の
皆
様
に
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

（
質
問
七
）
公
共
工
事
落
札
率
と
最

低
制
限
価
格
率
の
推
移
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
と
平
成
二
十
年
度

の
建
設
課
・
水
道
課
の
公
共
工
事
件

数
と
金
額
、
落
札
率
と
最
低
制
限
価

格
率
に
つ
い
て
。

（
答
弁
）

【
建
設
課
】

平
成
十
三
年
度
、
工
事
件
数
三
十

三
件
、
落
札
金
額
三
億
八,

八
四
八

万
六
千
円
、
平
均
落
札
率
九
五
・
九

％
、
平
均
最
低
制
限
価
格
率
七
九
・

三
％
。

平
成
二
十
年
度
、
工
事
件
数
二
十

八
件
、
落
札
金
額
四
億
二,

〇
七
八

万
八
千
円
、
平
均
落
札
率
七
八
・
六

％
、
平
均
最
低
制
限
価
格
率
六
七
・

六
％
。

【
水
道
課
】

平
成
十
三
年
度
、
工
事
件
数
七
件
、

落
札
金
額
一
億
一,

五
三
五
万
円
、

平
均
落
札
率
九
八
・
〇
％
、
平
均
最

低
制
限
価
格
率
七
七
・
〇
〇
％
。

平
成
二
十
年
度
、
工
事
件
数
三
件
、

落
札
金
額
八,

四
七
三
万
円
、
平
均

落
札
率
八
二
・
四
八
％
、
平
均
最
低

制
限
価
格
率
六
七
・
三
四
％
。

（
質
問
八
）
町
長
の
出
処
進
退
に
つ

い
て二

期
八
年
の
公
約
が
あ
る
が
、
町

民
の
声
を
真
摯
に
聞
い
て
、
早
期
に

出
処
進
退
を
決
断
す
る
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
。

（
答
弁
）

こ
れ
ま
で
、
二
期
八
年
を
目
指
し
、

全
精
力
を
投
入
し
取
り
組
み
、
念
願

の
一
区
切
り
が
つ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
、
地

域
に
生
き
る
「
一
個
人
」
と
し
て
、

全
て
の
国
民
が
国
の
た
め
、
地
域
の

た
め
に
、
自
分
の
持
て
る
力
を
捧
げ
、

貢
献
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
と
理

解
し
、
こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
か
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
賜
り
つ

つ
、
民
意
を
尊
重
し
熟
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
溝
典
幸
議
員

（
質
問
一
）
期

日
前
投
票
に
つ

い
て八

月
三
十
日

に
衆
議
院
議
員

総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
期
日
前
投
票
の
際
に
は
投
票

用
紙
三
枚
が
一
度
に
手
渡
さ
れ
た
他
、

各
投
票
の
名
簿
表
示
も
一
箇
所
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
た
め
、
記
入
間
違
い

の
恐
れ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
投
票
箱

も
一
列
に
並
べ
ら
れ
、
投
票
間
違
い

も
心
配
さ
れ
た
。

投
票
用
紙
の
手
渡
し
方
法
や
名
簿

の
掲
示
箇
所
及
び
投
票
箱
の
配
置
を

改
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

期
日
前
投
票
作
業
は
、
迅
速
、
親

切
、
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

投
票
用
紙
の
取
り
違
い
に
よ
る
無
効

投
票
防
止
の
た
め
十
分
な
説
明
を
し
、

希
望
に
よ
り
一
枚
ず
つ
手
渡
し
、
記
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載
所
ま
で
案
内
し
て
実
施
し
た
が
、

そ
れ
で
も
一
部
の
投
票
者
に
説
明
不

足
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

今
後
は
、
会
場
を
庁
舎
五
階
第
一

会
議
室
に
変
更
し
、
氏
名
掲
示
場
所

及
び
投
票
箱
の
配
置
等
も
検
討
し
受

付
作
業
の
効
率
化
を
図
り
ス
ム
ー
ズ

に
投
票
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

（
質
問
二
）
持
ち
込
み
ご
み
に
つ
い

て
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
粗
大
ゴ
ミ
受
け

付
け
時
間
は
平
成
十
六
年
末
よ
り
、

午
前
九
時
か
ら
十
五
時
ま
で
の
六
時

間
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
住

民
の
方
が
仕
事
中
の
昼
休
み
に
持
ち

込
め
る
こ
と
や
受
け
付
け
終
了
後
に

分
別
作
業
を
行
な
う
こ
と
が
条
件
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
住
民
の
方
に

十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
多
様
な
住
民
要
求
に
対
応

で
き
る
よ
う
役
場
同
様
、
受
付
時
間

を
十
七
時
過
ぎ
ま
で
延
長
す
べ
き
で

な
い
か
。

（
答
弁
）

粗
大
ご
み
持
ち
込
み
受
付
時
間
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
変
更
当
時
に
町

報
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
、
二
〇
〇
七

年
度
版
の
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

毎
年
発
行
し
て
い
る
ご
み
分
別
カ
レ

ン
ダ
ー
や
町
報
ご
み
ニ
ュ
ー
ス
で
周

知
し
て
い
る
。

持
ち
込
み
さ
れ
た
粗
大
ご
み
の
処

理
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
木
製

家
具
、
不
燃
物
の
破
砕
作
業
、
袋
詰

め
作
業
な
ど
を
行
う
た
め
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
等
の
重
機
に
て
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
属
類
・
ガ

ラ
ス
類
の
搬
出
の
た
め
に
大
型
ト
ラ

ッ
ク
等
の
出
入
り
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
作
業
は
、
粗
大
ご
み
を
持
ち
込
ま

れ
た
住
民
の
方
の
安
全
性
を
考
え
、

な
る
べ
く
受
付
時
間
終
了
後
に
行
っ

て
い
る
。

ご
要
望
の
受
付
時
間
延
長
に
つ
い

て
は
、
粗
大
ご
み
処
理
作
業
時
間
の

確
保
の
た
め
、
現
状
で
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。
現
在
の
受
付
時
間
に
持

ち
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
第
一

・
第
三
日
曜
日
の
受
付
ま
た
は
、
専

用
は
が
き
で
の
申
し
込
み
を
併
せ
て

ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

（
質
問
三
）
水
害
対
策
に
つ
い
て

①

毎
年
、
梅
雨
時
期
に
は
予
測
困

難
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
と
し
て
、

土
砂
崩
れ
や
土
石
流
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
る
。
町
内
に
は
高
齢
者

施
設
が
数
箇
所
あ
り
、
水
害
に
備
え

た
行
政
と
の
連
絡
や
緊
急
援
護
な
ど
、

連
携
体
制
が
重
要
視
さ
れ
る
。

消
防
や
役
場
な
ど
、
関
係
機
関
に

よ
る
高
齢
者
施
設
と
の
避
難
体
制
に

つ
い
て
如
何
お
考
え
か
。

（
答
弁
）

町
が
指
定
指
導
の
権
限
を
有
す
る

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
本

町
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
二
箇
所
）

に
つ
い
て
は
、
防
災
計
画
の
作
成
及

び
避
難
訓
練
の
実
施
等
指
導
し
て
い

る
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
在

宅
高
齢
者
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
協
力
連
携
の
協
定
書
を

結
ん
で
お
り
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

八
月
八
日
か
ら
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
県
内
各
地
で
は
被
害
が
続
出
し
、

町
内
で
も
道
路
の
浸
水
箇
所
が
み
ら

れ
た
。
従
来
、
町
内
の
排
水
路
は
農

業
用
水
と
し
て
の
頻
度
が
高
く
、
各

所
に
樋
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め

排
水
能
力
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。

地
震
対
策
と
と
も
に
町
は
海
抜
〇

か
ら
三
ｍ
で
あ
る
た
め
毎
年
洪
水
の

被
害
が
心
配
さ
れ
る
。
今
後
の
用
水

・
排
水
路
の
改
善
計
画
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

（
答
弁
）

平
成
十
六
年
十
月
の
台
風
二
十
三

号
に
よ
る
床
下
浸
水
等
の
被
害
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度

に
町
内
排
水
路
等
の
現
況
調
査
を
行

い
、
排
水
を
阻
害
し
て
い
る
箇
所
で

必
要
な
い
樋
門
は
除
去
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
西
高
房
地
区
の
堤
防

締
切
り
工
事
に
伴
う
ポ
ン
プ
施
設
の

検
討
や
日
清
紡
北
側
の
排
水
路
へ
の

ポ
ン
プ
施
設
の
設
置
工
事
を
進
め
る

な
ど
の
対
策
を
行
う
。

今
後
も
引
続
き
、
樋
門
等
の
除
去

や
排
水
路
の
改
修
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

（
質
問
四
）
不
登
校
児
童
・
生
徒
に

つ
い
て

昨
年
の
第
三
回
定
例
会
で
全
国
の

不
登
校
生
徒
・
児
童
の
状
況
と
共
に

子
ど
も
達
の
自
立
支
援
を
目
的
と
し

た
隣
町
の
施
設
運
営
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
町
の
対
応
策
と
し
て
、
老
人

憩
の
家
の
利
用
や
退
職
教
員
の
方
々

と
の
協
働
な
ど
、
様
々
な
資
源
活
用

に
よ
る
施
設
開
設
も
提
案
し
た
。

現
在
に
お
け
る
不
登
校
の
子
ど
も

達
の
た
め
の
施
設
開
設
や
隣
町
施
設

へ
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
議
、
更

に
他
町
と
の
新
広
域
化
な
ど
、
対
応

策
の
進
行
状
況
を
お
伺
い
す
る
。

（
答
弁
）

隣
町
と
共
同
で
不
登
校
教
室
の
設

置
に
つ
い
て
協
議
し
、
本
年
度
、
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
検
討
委
員

会
を
立
上
げ
支
援
策
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
は
、
庁
舎
内
で
の
協
議
も

進
め
実
現
の
方
向
へ
努
め
る
。

（
質
問
五
）
職
員
の
雇
用
形
態
に
つ

い
て厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
わ
せ
て
行

財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ひ
と
つ
に
人
件
費
の
削
減
も
続

け
ら
れ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
の
町

職
員
は
約
一
五
〇
名
、
臨
時
職
員
は

三
十
名
余
り
だ
っ
た
が
、
平
成
二
十

年
は
町
職
員
が
約
一
三
〇
名
に
減
少

し
、
臨
時
職
員
は
約
六
十
名
に
増
加

し
て
い
る
。

こ
の
状
況
が
進
む
に
つ
れ
て
、
住

民
か
ら
は
保
育
の
安
全
性
・
食
育
の

品
質
や
衛
生
管
理
・
ゴ
ミ
処
理
の
安

全
と
基
準
管
理
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
。

同
時
に
臨
時
職
員
の
雇
用
条
件
を
考

え
た
場
合
、
人
材
育
成
や
生
活
保
障

な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

今
後
の
職
員
と
臨
時
職
員
の
割
合

推
移
及
び
相
反
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
安
全
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

平
成
十
八
年
三
月
に
策
定
し
た
北

島
町
新
行
財
政
改
革
大
綱
の
計
画
期

間
中
の
職
員
数
は
五
年
間
で
十
名
程

度
削
減
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
は

職
員
数
を
一
三
六
人
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
計
画
。
こ
れ
に
対
し
、
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
の
職
員
数

は
一
二
七
名
（
教
育
長
を
含
む
）。計

画
上
で
は
す
で
に
目
標
を
達
成
し
て

お
り
、
本
町
と
し
て
の
職
員
数
抑
制

は
一
定
の
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
し
て
い

る
。
し
か
し
、
業
務
遂
行
に
職
員
の

み
で
は
限
界
が
あ
り
、
緊
急
的
に
臨

時
職
員
の
方
に
業
務
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

職
員
及
び
臨
時
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
は
将
来
の
状
況
を
見
通
し
な
が

ら
常
に
精
査
し
計
画
的
な
雇
用
を
行

い
人
件
費
の
抑
制
に
も
努
め
て
い
く
。

羽
坂
登
志
馬
議
員

（
質
問
一
）
介

護
予
防
事
業
に

つ
い
て

①

要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
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以
外
の
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
把
握

や
調
査
、
予
防
支
援
の
内
容
、
悪
化

防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

（
答
弁
）

特
定
高
齢
者
の
把
握
は
平
成
二
十

年
度
に
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

以
外
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
対
し

て
、
生
活
機
能
の
低
下
・
ふ
ら
つ
き

・
転
倒
な
ど
の
老
化
サ
イ
ン
の
発
見

の
た
め
に
、
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
送
付
し
、
要
支
援
・
要
介
護

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
把

握
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
訪
問
に
よ
り
、
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
介
護
予

防
事
業
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い

る
。ま

た
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
温
水

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
介
護
予
防
教
室

や
太
極
拳
教
室
の
開
催
と
、
高
齢
者

の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
を
目
的
に
、
九
箇
所
の

老
人
憩
い
の
家
を
活
用
し
、
小
地
域

ふ
れ
あ
い
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
介

護
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
先
進
地
等
の
事
業
実
施
状

況
も
参
考
に
、
よ
り
効
果
的
な
メ
ニ

ュ
ー
の
改
善
等
も
行
っ
て
い
く
。

（
質
問
一
）
②

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
す

る
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

（
答
弁
）

こ
の
事
業
は
、
認
知
症
高
齢
者
の

方
が
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
の
時
に

「
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、

現
在
地
を
検
索
し
、
認
知
症
高
齢
者

を
保
護
す
る
事
業
で
、
板
野
東
部
消

防
組
合
管
内
の
北
島
町
・
松
茂
町
・

藍
住
町
の
三
町
で
同
様
の
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
各
町
関
係
者
及
び

関
係
機
関
と
協
議
し
、
事
業
開
始
可

能
な
体
制
が
整
っ
た
。

（
質
問
一
）
③

給
付
費
適
正
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

現
在
利
用
者
に
対
し
て
介
護
給
付

通
知
の
送
付
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ

の
給
付
内
容
の
確
認
等
を
行
っ
て
い

る
。
十
月
に
は
県
が
実
施
す
る
「
ケ

ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
適
正
化

に
向
け
た
研
修
」
に
参
加
す
る
予
定

で
、
職
員
の
知
識
向
上
も
図
り
、
よ

り
専
門
的
に
事
業
実
施
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

（
質
問
二
）
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て①

離
婚
等
で
両
親
や
父
と
生
計
を

と
も
に
し
な
い
児
童
を
監
護
・
養
護

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

第
一
期
の
支
給
状
況
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
の

安
定
と
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
、

受
給
該
当
者
は
、
本
人
の
申
請
主
義

と
な
っ
て
い
る
。
該
当
者
は
、
市
町

村
へ
必
要
書
類
を
提
出
し
、
支
給
決

定
事
務
は
県
が
行
っ
て
い
る
。
支
給

は
、
四
月
・
八
月
・
十
二
月
に
、
年

三
回
県
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
。

一
期
の
支
給
状
況
は
、
平
成
二
十

一
年
四
月
十
日
に
、
受
給
者
数
百
四

十
名
に
対
し
、
支
給
金
額
は
二,

一

三
七
万
四,

一
二
〇
円
。

（
質
問
二
）
②

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
に
は
、

毎
年
八
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
あ
る
が
、
受
給
状
況
の
確
認
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

受
給
者
は
、
「
児
童
扶
養
手
当
法

施
行
規
則
第
四
条
」
の
規
定
に
基
づ

き
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
に
、
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
受
給
対

象
者
は
百
六
十
二
名
で
、
八
月
末
現

在
で
現
況
届
の
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
一
四
九
名
。

（
質
問
二
）
③

手
当
の
一
部
停
止
・
全
部
停
止
さ

れ
る
所
得
制
限
額
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

支
給
額
は
、
受
給
者
の
年
間
所
得

か
ら
各
種
控
除
後
の
所
得
額
及
び
扶

養
親
族
等
の
人
数
に
応
じ
て
、
支
給

決
定
す
る
。

�
「
全
部
支
給
」
と
は
、
所
得
制
限

限
度
額
（
扶
養
一
人
の
場
合
、
年
間

所
得
額
が
五
十
七
万
円
未
満
）
の
方

に
支
給
さ
れ
る
。

�
「
一
部
支
給
」
と
は
、
所
得
制
限

限
度
額
（
扶
養
一
人
の
場
合
、
年
間

所
得
額
五
十
七
万
円
か
ら
二
百
三
十

万
円
未
満
）
の
方
に
支
給
さ
れ
る
。

�
「
全
部
停
止
」
と
は
、
所
得
制
限

限
度
額
（
扶
養
一
人
の
場
合
、
年
間

所
得
額
二
百
三
十
万
円
以
上
）
の
方

は
、
所
得
限
度
額
を
超
過
し
て
い
る

の
で
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
質
問
三
）
中
学
校
改
築
に
伴
い
、

校
舎
内
部
・
外
部
環
境
整
備
に
つ
い

て①

平
成
二
十
二
年
十
一
月
の
事
業

終
了
に
向
け
動
き
出
し
た
が
、
新
し

い
教
室
へ
の
机
や
椅
子
等
の
必
需
品
、

ま
た
外
部
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、

ト
イ
レ
や
数
多
く
あ
る
部
室
、
運
動

場
の
排
水
問
題
等
、
現
時
点
で
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
の
予
算
・
工
期
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

備
品
に
関
し
て
は
、
補
助
事
業
の

対
象
は
理
科
実
験
台
や
工
作
台
、
下

駄
箱
な
ど
基
本
的
に
建
物
に
据
え
付

け
る
も
の
に
な
る
た
め
、
教
師
や
生

徒
用
の
机
や
い
す
、
パ
ソ
コ
ン
等
の

補
助
対
象
外
備
品
類
は
、
既
存
の
備

品
を
引
き
続
き
大
切
に
使
用
す
る
。

外
構
工
事
は
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
や

ベ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
、
照
明
等
、
新
築

工
事
の
都
合
上
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
も
の
は
復
旧
整
備
し
、
そ
の

他
、
北
校
舎
跡
地
の
舗
装
や
校
舎
回

り
の
排
水
、
既
存
の
防
球
ネ
ッ
ト
の

一
部
を
高
く
す
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

仮
設
校
舎
を
撤
去
後
整
備
し
、
部
室

や
屋
外
ト
イ
レ
は
、
現
状
の
ま
ま
利

用
す
る
予
定
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
等
外
構
工
事
の
設
計
は
殆
ん
ど

新
築
校
舎
の
実
施
設
計
と
併
せ
て
お

こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
工
事
費
は
新

年
度
に
計
上
す
る
予
定
。
工
期
は
約

三
カ
月
を
予
定
し
、
北
校
舎
解
体
工

事
に
並
行
し
て
工
事
を
進
め
て
い
く
。

（
質
問
三
）
②

特
別
支
援
・
教
育
支
援
員
は
、
日

常
生
活
上
の
介
助
、
学
習
支
援
に
専

任
す
る
と
あ
る
が
詳
し
く
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員
は
、
本
年

度
か
ら
各
小
学
校
に
配
置
さ
れ
、
特

別
支
援
学
級
に
お
い
て
介
助
・
学
習

支
援
等
活
動
し
て
い
る
。

支
援
員
の
活
動
内
容
は
、
校
長
、

教
頭
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
担
任
教
師
と
連
携
の
上
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

食
事
、
排
泄
、
教
室
の
移
動
補
助
等

学
校
に
お
け
る
日
常
生
活
動
作
の
介

助
を
お
こ
な
っ
た
り
、
発
達
障
が
い

の
児
童
生
徒
に
対
し
学
習
活
動
上
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
役
割
と
な
っ
て
い

る
。

（
質
問
三
）
③

学
校
で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て
文
科
省
は
学
級
閉
鎖

・
臨
時
休
校
・
校
内
感
染
・
予
防
等

の
基
準
を
設
け
ず
、
各
自
治
体
、
教

育
委
員
会
の
判
断
と
い
う
発
表
を
し

た
。
一
人
で
も
新
型
と
診
断
さ
れ
る

と
学
級
閉
鎖
と
い
う
自
治
体
も
あ
る
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が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

（
答
弁
）

九
月
に
入
り
流
行
期
と
の
発
表
を

受
け
て
、
九
月
一
日
の
始
業
式
は
校

内
放
送
で
実
施
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

マ
ス
ク
の
準
備
等
を
促
進
し
て
学
校

で
流
行
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
が
、
県
内
学
校
の
規
模

等
を
考
慮
し
て
、
学
級
児
童
数
の
十

％
〜
三
十
％
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
場
合
は
休
業
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）「
㈱

ひ
の
き
」
と
北

島
町
覚
書
問
題

に
つ
い
て

①

㈱
ひ
の
き

と
北
島
町
の
覚
書
第
三
条
（
占
用
料

の
免
除
）
に
つ
い
て
二
十
二
年
度
以

降
も
継
続
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

町
内
の
電
波
障
害
地
域
の
解
消
及

び
本
町
の
行
政
情
報
の
発
信
基
盤
整

備
を
目
的
と
し
て
覚
書
を
締
結
し
て

い
る
が
、
現
在
の
町
内
の
電
波
受
信

状
況
等
の
現
状
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

（
質
問
一
）
②

第
二
条
地
域
住
民
に
情
報
を
提
供

す
る
た
め
甲
乙
協
議
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
た
か
。

（
答
弁
）

町
行
政
全
般
に
わ
た
り
担
当
各
課

で
情
報
発
信
を
依
頼
。
情
報
発
信
内

容
は
そ
の
都
度
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）
③

道
路
占
用
料
は
今
年
度
四
十
八
万

円
に
な
っ
て
い
る
。
北
島
町
施
設
の

加
入
免
除
累
計
金
額
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
過
去
占
用
料
免
除
の
合
計

金
額
は
い
く
ら
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
施
設
の
加
入
免
除
累
計
金

額
は
一
二
〇
万
円
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
の
道
路
占
用

料
金
の
累
計
金
額
は
約
二
二
四
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
占

用
料
金
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

（
質
問
二
）
議
会
質
問
等
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
つ
い
て

①

鳴
門
市
議
会
は
、
一
般
質
問
等

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映
像
を
配
信

し
て
い
る
。
そ
の
映
像
は
鳴
門
市
独

自
の
広
報
活
動
で
行
っ
て
い
る
。
北

島
町
は
、
㈱
ひ
の
き
で
撮
影
さ
れ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
放
送
さ
れ

て
い
る
。

北
島
町
で
も
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
配
信
す
る
場
合
、
㈱
ひ
の
き

か
ら
映
像
は
提
供
さ
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

㈱
ひ
の
き
に
撮
影
編
集
さ
れ
た
議

会
の
一
般
質
問
等
の
映
像
の
提
供
は
、

「
著
作
権
の
問
題
が
あ
り
提
供
で
き

な
い
。」と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
技

術
的
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載

す
る
場
合
、
映
像
を
さ
ら
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
な
デ
ー
タ
に

変
換
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
作
業

を
㈱
ひ
の
き
に
委
託
し
て
、
著
作
権

の
管
理
が
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、

映
像
の
提
供
に
協
力
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

（
質
問
二
）
②

庁
舎
改
築
の
設
備
機
器
に
撮
影
機

材
を
整
備
し
予
算
化
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

近
隣
市
町
村
の
状
況
も
ふ
ま
え
て
、

カ
メ
ラ
の
設
置
に
伴
う
費
用
等
を
調

査
す
る
と
共
に
、
放
送
設
備
の
増
強

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
三
）
フ
ジ
グ
ラ
ン
東
側
の
広

告
に
つ
い
て

フ
ジ
グ
ラ
ン
東
側
の
歩
道
に
設
置

さ
れ
て
い
る
広
告
看
板
は
町
有
地
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
六
月
議
会
質

問
以
降
交
渉
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

（
答
弁
）

そ
れ
ぞ
れ
の
広
告
主
に
対
し
文
書

及
び
口
頭
に
よ
る
照
会
を
行
い
、
事

実
関
係
の
把
握
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
看
板
の
所
有
者
に
対
し
て
聴
聞

を
行
い
、
事
実
確
認
を
し
た
上
で
撤

去
を
要
請
し
、
応
じ
な
け
れ
ば
法
的

な
手
続
き
に
よ
り
進
め
て
い
く
予
定
。

（
質
問
四
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

方
針
に
つ
い
て

①

北
島
町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
と

方
針
を
と
っ
て
い
る
か
。

②

そ
の
対
策
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

県
や
保
健
所
と
の
連
携
を
図
り
、

最
新
の
情
報
を
得
な
が
ら
、
住
民
の

方
を
対
象
に
新
聞
折
り
込
み
や
町
報

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

現
在
北
島
町
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
す
る
対
策
と
し
、
マ
ス
ク

千
三
百
枚
、
消
毒
液
六
十
五
本
、
グ

ロ
ー
ブ
千
枚
、
う
が
い
薬
二
十
本
を

購
入
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
消
毒
液

は
来
庁
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

万
全
を
期
す
る
た
め
、
当
面
各
課
及

び
出
先
機
関
の
窓
口
に
設
置
す
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
会
議

に
お
い
て
職
員
に
対
し
自
己
防
衛
の

徹
底
を
図
る
よ
う
職
員
専
用
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
、
あ
る
い
は
各
課
に

お
い
て
日
々
の
変
化
を
報
告
す
る
よ

う
指
導
し
、
特
に
町
民
生
活
に
直
結

し
て
い
る
業
務
は
、
中
断
す
る
こ
と

な
く
継
続
で
き
る
よ
う
各
課
に
指
示

し
て
い
る
。

学
校
で
も
入
念
な
手
洗
い
、
う
が

い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
保
護
者
宛
の

依
頼
文
を
送
付
し
た
り
、
九
月
の
校

長
会
で
も
、
注
意
事
項
を
指
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
質
問
五
）
薬
物
汚
染
が
広
が
っ
て

い
る
、
教
育
対
策
に
つ
い
て

①

薬
物
使
用
が
芸
能
人
や
青
少
年

に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
小
中

学
校
で
の
教
育
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
や

県
か
ら
の
指
示
は
あ
っ
た
か
。

②

北
島
町
の
小
中
学
校
の
授
業
に

は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

小
中
学
校
で
は
毎
年
一
回
は
講
師

を
招
い
て
薬
物
使
用
の
恐
怖
に
つ
い

て
の
講
演
会
と
ビ
デ
オ
鑑
賞
も
含
め

て
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
指
導
し
て
い
る
。

県
を
通
じ
て
文
部
科
学
省
か
ら
の
指

示
は
毎
年
あ
り
、
小
中
学
校
の
授
業

で
は
、
学
活
で
学
級
担
任
に
よ
る
授

業
を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
六
）
北
村
交
差
点
改
良
に
つ

い
て

①

町
道
十
四
号
線
と
旧
県
道
の
交

差
点
で
最
近
ま
た
衝
突
事
故
が
発
生

し
た
。
早
急
に
信
号
機
の
設
置
を
し

て
ほ
し
い
が
交
差
点
改
良
に
は
隣
接

の
住
宅
移
転
補
償
等
で
相
当
な
予
算

が
伴
う
。
概
算
で
い
く
ら
か
か
る
か
。

（
答
弁
）

概
算
費
用
と
し
て
約
一
千
五
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
質
問
六
）
②

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
優
先
順
位

を
考
え
て
改
良
事
業
を
早
急
に
始
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）

隣
接
の
地
権
者
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
け
た
ら
、
交
差
点
改
良
事
業

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を

活
用
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
す
る
。

（
質
問
六
）
③

こ
の
交
差
点
は
教
育
長
の
屋
敷
が

隣
接
し
て
い
る
が
、
槙
囲
い
等
北
か

（２２）町報２００９．１１



ら
の
視
界
を
遮
っ
て
い
る
。
道
路
拡

張
の
た
め
協
力
願
え
な
い
か
。

（
答
弁
）

東
西
の
町
道
が
完
成
し
、
点
滅
信

号
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
町
道

か
ら
旧
道
が
非
常
に
見
に
く
く
、
現

在
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
の

で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
七
）
人
権
問
題
に
つ
い
て

六
月
議
会
に
取
り
上
げ
た
清
掃
事

業
の
新
聞
記
事
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の

業
者
が
記
者
を
詰
問
し
た
と
聞
い
た

が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

事
実
で
あ
れ
ば
当
然
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人
権
と
い
う

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
、
十
分
に

意
見
も
聞
い
て
対
応
に
つ
い
て
は
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
質
問
八
）
清
掃
事
業
に
つ
い
て

①

プ
ラ
ご
み
の
分
別
・
梱
包
等
委

託
を
中
止
す
れ
ば
三,

四
三
九
万
円

の
予
算
が
削
減
さ
れ
る
が
、
検
討
さ

れ
た
か
。

（
答
弁
）

収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
約
六
十
％
を
占
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
は
、
も
う
一
度
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
し
て
再
生
さ
れ
る
。
ま

だ
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
単

に
固
形
燃
料
化
し
焼
却
す
る
こ
と
は
、

資
源
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進
、
限

り
あ
る
資
源
の
再
生
活
用
の
見
地
か

ら
も
適
正
で
は
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
圧
縮
梱
包
業
務
の
中
止
は

検
討
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
最
適
な

処
理
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
八
）
②

新
聞
・
段
ボ
ー
ル
・
雑
誌
は
年
二

回
の
入
札
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ

何
社
で
入
札
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

古
紙
再
資
源
化
業
務
は
、
委
託
期

間
を
六
ヶ
月
と
し
、
十
月
以
降
の
下

半
期
分
は
、
九
月
二
十
五
日
に
入
札

を
行
う
予
定
。
町
の
仕
様
に
適
合
す

る
二
社
を
指
名
し
て
い
る
。

（
質
問
八
）
③

ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
別
の
日
に
収
集
す
べ
き
で
は
。

（
答
弁
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
日
を
設
け
る

こ
と
は
、
今
後
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
最
適
な
処
理
方
針
と

併
せ
て
、
そ
の
他
の
ご
み
収
集
日
と

の
調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
八
）
④

収
集
す
る
た
め
の
平
ボ
デ
ィ
ト
ラ

ッ
ク
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

平
ボ
デ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
ご
み
収

集
は
、
缶
、
び
ん
、
古
紙
な
ど
資
源

ご
み
に
つ
い
て
、
既
に
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し

い
く
。

中
野
真
吾
議
員

（
質
問
一
）
糖

尿
病
対
策
に
つ

い
て

①

糖
尿
病
患

者
数
及
び
板
野

郡
内
の
各
町
の
患
者
数
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
年
度
の
特
定
健
診
実
績

よ
り
、
九
五
二
名
受
診
さ
れ
た
う
ち

問
診
票
で
糖
尿
病
治
療
中
で
あ
る
と

答
え
た
方
が
、
六
十
七
名
。
郡
内
全

体
の
状
況
は
把
握
で
き
て
な
い
。

（
質
問
一
）
②

小
児
糖
尿
病
の
患
者
数
及
び
板
野

郡
内
の
患
者
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

町
と
し
て
は
把
握
で
き
て
な
い
。

（
質
問
一
）
③

糖
尿
病
Ⅱ
型
の
対
策
を
ど
う
す
る

か
。

（
答
弁
）

生
活
習
慣
病
の
疾
患
で
あ
る
た
め

予
防
活
動
が
重
要
に
な
る
。
そ
れ
を

実
施
す
る
た
め
に「
健
診
を
受
け
る
」、

「
運
動
す
る
」、「
食
事
に
気
を
つ
け

る
」
と
い
う
三
本
柱
を
重
点
に
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

予
防
の
段
階
と
し
て
一
次
予
防
は
、

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
。
幼
少

期
や
若
い
世
代
の
う
ち
か
ら
食
事
内

容
に
つ
い
て
、
健
診
実
施
時
や
各
種

教
室
開
催
時
に
、
情
報
提
供
や
簡
易

血
糖
検
査
等
を
実
施
し
て
健
康
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
。

二
次
予
防
の
段
階
は
、
早
期
発
見

早
期
治
療
と
い
う
こ
と
で
平
成
二
十

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
に
よ

る
特
定
保
健
指
導
対
象
者
へ
の
相
談

を
実
施
し
生
活
習
慣
改
善
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
健
診
結
果
か
ら
、
医

療
機
関
受
診
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

結
果
の
方
で
、
未
受
診
の
方
に
対
し

て
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
受
診
を
勧
め
る
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
の
改
善
へ
の
支
援
を
図
っ

て
い
く
計
画
。
ま
た
、
国
保
以
外
の

方
を
対
象
に
随
時
栄
養
相
談
な
ど
の

個
別
相
談
を
実
施
し
、
町
報
な
ど
を

通
じ
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

三
次
予
防
の
段
階
は
、
重
症
化
の

予
防
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
に
よ
り
個
別
相

談
と
な
り
、
透
析
予
防
の
た
め
に
腎

機
能
の
低
下
を
予
防
し
て
い
く
生
活

に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る
た
め
医
療

機
関
と
も
連
携
し
て
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

（
質
問
一
）
④

糖
尿
病
Ⅰ
型
、
特
に
小
児
糖
尿
病

は
一
日
に
イ
ン
ス
リ
ン
を
四
回
打
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
友
達
か
ら
奇

異
な
目
で
見
ら
れ
、
い
じ
め
の
対
象

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
現
場
で
の

対
策
を
ど
う
す
る
か
。

（
答
弁
）

現
在
本
町
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、

ご
質
問
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

（
質
問
二
）
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ

ョ
ッ
ク
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
り
起
こ
る
）
に
つ
い
て

①

教
育
現
場
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も

っ
た
児
童
は
い
る
か
。

（
答
弁
）

ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
児
童

・
生
徒
数
は
八
十
五
名
。

（
質
問
二
）
②

エ
ピ
ペ
ン
使
用
に
つ
い
て
現
場
の

教
師
は
対
応
で
き
る
か
。

（
答
弁
）

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、

直
ち
に
対
応
し
な
い
と
生
命
に
関
わ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
員

が
速
や
か
に
使
用
す
る
こ
と
が
適
切

な
対
応
だ
と
考
え
る
。
エ
ピ
ペ
ン
が

処
方
さ
れ
て
い
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
の
情
報
や
エ
ピ
ペ
ン
に
関
す
る
一

般
知
識
を
共
通
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

（
質
問
三
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て

①

飛
沫
感
染
す
る
の
で
小
学
校
・

中
学
校
に
お
い
て
は
早
急
な
対
策
が

必
要
で
あ
る
が
ど
う
対
策
す
る
か
。

（
答
弁
）

各
校
で
は
、
既
に
学
校
に
お
け
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
小
中
学
校

で
は
入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を

設
置
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

仮
に
児
童
・
生
徒
が
感
染
し
た
場
合
、

七
日
間
程
度
休
ま
せ
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
治
癒
し
出
席
後
も
マ
ス
ク
の

着
用
を
義
務
づ
け
る
な
ど
で
対
応
し
、
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飛
沫
感
染
を
防
ぐ
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

感
染
し
た
生
徒
は
一
週
間
程
度
登

校
停
止
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
早
急
に
指
示
が
で
き
る
か
。

（
答
弁
）

高
熱
、
悪
寒
、
咳
等
い
ろ
い
ろ
な

症
状
が
あ
る
が
、
家
庭
で
も
説
明
で

き
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

保
護
者
宛
に
各
校
か
ら
依
頼
文
を
発

信
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
③

町
内
の
各
病
院
に
タ
ミ
フ
ル
、
リ

レ
ン
ザ
の
備
蓄
は
で
き
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

町
内
の
医
療
機
関
は
ほ
と
ん
ど
が
、

調
剤
薬
局
に
て
処
方
さ
れ
て
い
る
た

め
、医
療
機
関
の
備
蓄
状
況
は
、不
明

だ
が
、
徳
島
県
が
タ
ミ
フ
ル
九
四,

五
四
〇
人
分
、
リ
レ
ン
ザ
二,

七
三

三
人
分
の
備
蓄
を
行
っ
て
お
り
市
場

の
薬
品
が
減
少
し
て
き
た
ら
、
そ
の

備
蓄
を
回
す
と
い
う
対
策
を
と
る
。

（
質
問
四
）
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
つ

い
て今

回
の
豪
雨
は
鯛
浜
が
主
に
浸
水

被
害
が
で
て
い
る
。
最
終
排
水
は
老

門
ポ
ン
プ
場
に
つ
な
が
る
経
路
で
あ

る
。
キ
ョ
ー
エ
イ
北
側
水
路
の
延
長

線
上
に
旧
国
道
で
あ
る
県
道
の
排
水

が
非
常
に
狭
い
た
め
、
水
を
堰
き
止

め
て
い
る
。
県
道
の
排
水
口
径
を
大

き
く
す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
対
策

す
る
か
。

（
答
弁
）

近
年
の
雨
の
降
り
方
は
「
ゲ
リ
ラ

豪
雨
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
被
害

が
多
発
し
て
お
り
、
北
島
町
も
短
時

間
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
今
年
度
は
、

西
高
房
地
区
に
お
け
る
堤
防
締
切
り

工
事
に
伴
う
ポ
ン
プ
施
設
の
検
討
や

日
清
紡
北
側
の
排
水
路
へ
の
ポ
ン
プ

施
設
の
設
置
工
事
を
進
め
る
な
ど
の

対
策
を
行
う
。

今
後
も
引
き
続
き
、
事
前
の
ポ
ン

プ
排
水
や
排
水
の
阻
害
と
な
る
樋
門

等
の
除
去
及
び
水
路
の
改
修
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
五
）
期
日
前
選
挙
に
つ
い
て

こ
の
度
の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、

小
選
挙
区
で
二
十
五
票
、
比
例
区
選

挙
で
二
十
三
票
、
取
り
違
え
て
投
票

し
無
効
票
と
な
っ
た
。

広
い
場
所
に
変
更
し
別
々
に
投
票

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
溝
議
員
と
同
じ
な
の
で
回
答
は

結
構
で
す
。

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は

本
会
議
当
日
、
先
着
順
に
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
第
四
回
定
例

会
は
十
二
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
決
定
次
第
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

�
六
九
八
―
九
八
一
一

【
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ
】

町町
道道
１１４４
号号
線線
・・
北北
村村
交交
差差
点点

「「
地地
元元
住住
民民
代代
表表
信信
号号
機機
設設
置置
要要
望望
署署
名名
提提
出出
」」

提提
出出
署署
名名
数数

７７
２２
００
名名

老老朽朽化化ししたた消消火火器器ににごご注注意意くくだだささいい
古くなったりして、腐食したり傷がある消火器は使用
した際の内部の圧力に耐えられず、破裂する可能性があ
り非常に危険です。
長期間放置している、サビ・腐食・変形・キズが見ら
れる等の消火器を発見したら、以下の点に注意し速やか
に廃棄処理をしてください。
★決して使用しない
★レバーは絶対握らない
★ゴミとして出したり、道路脇等にみだりに放置しない
★防災訓練等に使用しない
★分解、放射をしない

１０
月
１３
日
午
前
９
時
庁
舎
応
接
室

に
於
い
て
、
地
元
代
表
４
名
の
方
が
、

山
田
町
長
と
尼
寺
建
設
課
長
に
、
信

号
機
設
置
要
望
署
名
７
２
０
名
分
を

提
出
し
、
早
急
に
信
号
機
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
陳
情
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
山
田
町
長
は
、

地
元
の
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
は
よ
く

分
か
っ
て
い
ま
す
。
土
地
買
収
な
ど

も
含
め
て
早
急
に
検
討
し
た
い
と
答

え
ま
し
た
。

注意 消火器はごみとして廃棄できません。廃棄や処分について
は消火器取扱専門業者等へお問い合わせください。

７７
分分
団団（（
新新
喜喜
来来
））

にに
新新
しし
いい
消消
防防
ポポ

ンン
ププ
自自
動動
車車
納納
入入

平
成
２１
年
１０
月
１６
日
�
空
港
環
境

整
備
協
会
の
助
成
に
よ
り
、
板
野
東

部
消
防
組
合
第
７
分
団
に
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
が
納
入
さ
れ
、
そ
の
受
領

式
が
板
野
東
部
消
防
組
合
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
消
防
自
動
車
は
、

最
新
の
機
器
及
び
７
０
０
�
の
貯
水

タ
ン
ク
を
備
え
て
お
り
、
緊
急
出
動

時
の
消
火
活
動
等
に
お
い
て
迅
速
化

が
見
込
ま
れ
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
消
防
車
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磁
器
を
彩
る
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
展

日
時
▼
十
一
月
十
四
日
�
十
一
時
〜

十
七
時

▼
十
五
日
�
十
時
〜
十
五
時

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
サ
ロ
ン《
ア
・

マ
・
フ
ァ
ソ
ン
》（
〇
八
八
・
六
九

八
・
一
八
七
六
）

■
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
は
、
磁
器
に
様
々

の
絵
柄
の
転
写
紙
を
貼
り
付
け
、
電

気
炉
で
焼
成
す
る
新
機
軸
の
工
芸
で

す
。
実
演
も
し
ま
す
。
ご
注
目
を
！

遠
藤
ミ
チ
ロ
ウ
◎
五
十
九
歳
ラ
イ
ヴ

日
時
▼
十
一
月
二
十
一
日
�
十
九
時

〜
会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
前
売
／
二
千
円
（
当
日
二

千
五
百
円
）

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
２１
世
紀
の
ニ
ュ

ー
じ
じ
い
」
ほ
か

■
伝
説
の
パ
ン
ク
歌
手
・
遠
藤
ミ
チ

ロ
ウ
（
元
ザ
・
ス
タ
ー
リ
ン
）
が
二

年
ぶ
り
五
度
目
の
北
島
町
登
場
。
還

暦
を
翌
年
に
控
え
て
一
層
パ
ワ
ー
全

開
、
全
世
代
に
熱
い
歌
声
を
送
る
■

当
企
画
は
遠
藤
氏
と
創
世
ホ
ー
ル
館

長
が
親
し
い
た
め
、
実
現
し
た
。

主
催
▼
遠
藤
ミ
チ
ロ
ウ
◎
五
十
九
歳

ラ
イ
ヴ
実
行
委
員
会
（
�
〇
八
八

・
六
九
八
・
一
一
〇
〇
）

わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
十
一
月
二
十
二
日
�
十
時
〜

日
時
▼
十
二
月
十
三
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・
七
一

四
八
・
四
三
三
九
）

ク

リ

ス

マ

ス

会

日
時
▼
十
二
月
六
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料
（
要
整
理
券
）

内
容
▼
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
大
型
紙
芝

居
、
う
ち
わ
シ
ア
タ
ー
ほ
か

主
催
▼
お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

（
�
〇
八
八
・
六
九
八
・
一
一
〇
〇
）

■
整
理
券
は
十
一
月
二
十
一
日
�
十

時
か
ら
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

開
始
し
ま
す
。
一
人
五
枚
ま
で
。
先

着
二
百
枚
で
終
了
し
ま
す
。

◎

江

戸

落

語

◎

入
船
亭
遊
一
ひ
と
り
会

日
時
▼
十
二
月
十
二
日
�
十
八
時
半

〜
会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
前
売
一
千
円
（
当
日
一
千

五
百
円
）

出
演
▼
入
船
亭
遊
一（
江
戸
落
語
家
）

演
目
▼
「
子
は
鎹
（
か
す
が
い
）」他

主
催
▼
徳
島
で
江
戸
落
語
を
楽
し
む

会
＋
入
船
亭
遊
一
ひ
と
り
会
実
行

委
員
会
（
�
〇
八
八
・
六
九
八
・

一
一
〇
〇
）

■
最
近
徳
島
市
内
で
各
種
落
語
会
を

仕
掛
け
て
大
き
な
話
題
を
集
め
て
い

る《
徳
島
で
江
戸
落
語
を
楽
し
む
会
》

（
代
表＝

徳
島
城
博
物
館
学
芸
員
・

須
藤
茂
樹
氏
）
と
の
連
携
企
画
で
江

戸
落
語
を
お
届
け
し
ま
す
■
来
年
一

月
十
七
日
に
は
、
お
な
じ
み
《
笑
福

亭
た
ま
・
旭
堂
南
湖
二
人
会
》
の
第

四
回
も
確
定
！

ご
期
待
下
さ
い

（
詳
細
次
号
）。

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
東
田
進
也
『
地
球
の
大
研
究
』
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所

●
尼
子
騒
兵
衛
『
に
ん
タ
マ
の
き
ょ

う
ふ
の
き
も
だ
め
し
』
ポ
プ
ラ
社

●
井
上
兼
行
『
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
石

川
遼
』
学
習
研
究
社

●
野
田
道
子
『
点
子
ち
ゃ
ん
』
毎
日

新
聞
社

●
平
田
昌
広
『
お
と
う
さ
ん
は
だ
い

く
さ
ん
』
佼
成
出
版
社

●
デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
『
う
さ
こ

ち
ゃ
ん
の
だ
ん
す
』
福
音
館
書
店

●
松
居
ス
ー
ザ
ン
『
お
ば
あ
さ
ん
の

た
ん
じ
ょ
う
び
』
童
心
社

《
一

般

書
》

●
佐
高
信『「
官
僚
た
ち
の
夏
」
の
佐

橋
滋
』
七
つ
森
書
館

●
重
松
清
『
星
を
つ
く
っ
た
男

阿

久
悠
と
、
そ
の
時
代
』
講
談
社

●
酒
井
順
子
『
女
流
阿
房
列
車
』
新

潮
社

●
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
『
悪
霊

の
島
（
上
・
下
）』文
藝
春
秋

●
相
良
敦
子
『
ウ
ェ
ル
か
め
（
上
）』

日
本
放
送
出
版
協
会

●
東
野
圭
吾
『
新
参
者
』
講
談
社

●
宇
野
亜
喜
良
『
奥
の
横
道
』
幻
戯

書
房

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

▲来年還暦をむかえる遠藤ミチロウ氏

平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成
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ををををををををををを
絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵
ででででででででででで
描描描描描描描描描描描
ききききききききききき
残残残残残残残残残残残
そそそそそそそそそそそ
ううううううううううう

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵
画画画画画画画画画画画
展展展展展展展展展展展
作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品
募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集

住
み
な
れ
た
身
近
な
風
景
を
絵

で
残
し
、
未
来
の
北
島
町
に
伝
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
作
品
を
通
じ

て
交
流
を
図
り
、
す
ば
ら
し
い
町

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

【
題

材
】
北
島
町
内
の
風
景

【
資

格
】
十
八
歳
以
上
の
住
民

【
申
込
期
限
】
十
一
月
二
十
日
�

【
そ
の
他
】
ジ
ャ
ン
ル
・
大
き
さ

等
は
自
由

絵
画
展
は
十
二
月
十
七
日
〜
二

十
日
、
図
書
館
創
世
ホ
ー
ル
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
先
】
北
島
町
総
務
課
（
�

六
九
八
―
九
八
〇
一
）

図書館の休館日
１２月

７日�
１４日�
１７日（第３木・館内
整理日）

２１日�
２３日（水・祝）
２８日�～１月４日�

１１月
２日�
３日（火・祝）
９日�、１６日�
１９日（第３木・館内
整理日）

２３日（月・祝）
２４日（火・振替休）
３０日�

（２５） 町報２００９．１１
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●●生生活活保保護護ななどどのの公公的的扶扶助助をを受受けけてていいるる世世帯帯
●●障障ががいい者者ががいいるる世世帯帯でで、、かかつつ世世帯帯全全員員がが市市町町村村民民税税非非課課税税のの措措置置をを受受けけてていいるる世世帯帯
●●社社会会福福祉祉事事業業施施設設にに入入所所さされれてていいてて自自ららテテレレビビをを持持ちち込込んんででいいるる世世帯帯

地地上上デデジジタタルル放放送送受受信信ののたためめのの支支援援にに関関すするる問問いい合合わわせせ先先

NNHHKKのの放放送送受受信信契契約約やや免免除除にに関関すするる問問いい合合わわせせ先先

［［申申込込受受付付期期間間］］平平成成２２１１年年１１００月月１１日日～～平平成成２２１１年年１１２２月月２２８８日日（（消消印印有有効効））［［平平成成２２１１年年度度分分］］
ここのの支支援援にによよりり、、今今おお持持ちちののアアナナロロググテテレレビビでで平平成成２２３３年年７７月月以以降降ももテテレレビビ放放送送がが視視

聴聴ででききるるよよううににななりりまますす。。

江尻 中田 稔「小雪の老門港」町報フォトグラフィ
珍らしく３月１４日未明から雪模様、早速老門港で手前にプレジャー
ボートを配して撮影した。（２００６．３．１４．撮影）カメラ EOS２０D、レンズ EF１７～

８０�、シャッター １／１６００、絞り値
F８、フィルム ISO８００

撮影
データ

N
T
T
西
日
本
で
は
地
球
環
境
保

護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、「
古

い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
へ
」

の
考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭

に
十
一
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お

渡
し
下
さ
い
。
ご
不
在
等
で
古
い
電

話
帳
を
回
収
で
き
な
か
っ
た
お
客
様

へ
は
、
改
め
て
回
収
に
お
伺
い
致
し

ま
す
の
で
、
下
記
へ
ご
連
絡
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号

〇
一
二
〇
―
五
〇
六
―
三
〇
九

（
営
業
時
間

平
日
九
時
〜
十
七
時

土
・
日
・
祝
日
は
休
業
）

経経済済的的なな理理由由でで地地上上デデジジタタルル放放送送ががままだだ受受信信ででききなないい方方にに��
回回
収収
しし
まま
すす
！！
ああ
なな
たた
のの
家家
のの
古古
いい
電電
話話
帳帳
！！
��

地上デジタル放送簡易チューナーを無償給付します。
～地上デジタル放送受信のための支援～

上上記記のの世世帯帯のの中中ででNNHHKKのの受受信信料料がが全全額額免免除除さされれてていいるる世世帯帯がが対対象象でですす。。

総務省 地デジチューナー支援実施センター http : //www.chidejishien.jp

ナビダイヤル：０５７０―０３３８４０ 左記の番号が利用できない場合は

FAX：０４４―９６６―８７１９ TEL：０４４―９６９―５４２５

【受付時間】平日 午前９時～午後９時（土・日・祝日は午前９時～午後６時）

NHK視聴者コールセンター http : //www.nhk.or.jp/jushinryo/

ナビダイヤル：０５７０―０００５８８ 左記の番号が利用できない場合は

FAX：０４４―８８８―４３４０ TEL：０４４―８７１―８４４１

【受付時間】平日 午前９時～午後９時（土・日・祝日は午前９時～午後６時）

発行／北島町公報委員会 〒７７１‐０２８５北島町中村字上地２３‐１ 毎月１０日発行 印刷／徳島出版� 町報第７４９号２００９．１１ （２６）


